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北大阪商工会議所

北大阪商工会議所公式LINEアカウントで
経営に役立つ情報、府市からの支援策など
を随時発信！

今月の表紙：フラグシップス株式会社　JUAVACドローンエキスパートアカデミー大阪枚方校

北大阪商工会議所
公式LINEアカウント開設

LINE

右のQRコードを読み取って
ぜひご登録ください

２

カーボンニュートラル、
それは地球を救い、地域経済を
持続可能に導く方法論
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Nijiriguchiの躙り口

今回のNijiriguchiの主人公は、
2007年東京で開業した後、2011年
枚方市駅前の核の一つ「枚方ビオ
ルネ」の再建に携わり、その運営
会社の設立をコーディネートしてき
たと言うまさに都市再生の仕掛人、
フラグシップス㈱。その時作った運
営会社、枚方パートナーシップス
㈱は「枚方の “ひと” と “まち” と
一緒に成長する」をコンセプトにビ
オルネの運営だけでなく56市を始
めとした地域イベントの支援も行っ
ている。設立の経緯や沿革からフ
ラグシップス㈱と枚方パートナー
シップス㈱は一心同体と言うか、
車の両輪と言うか、表と裏と言うか、
今でも切っても切れない阿吽の呼
吸で枚方の街の活性化に寄与され
ている。その新規事業が全国展開
するドローン操縦者養成スクール

「JUAVACドローンエキスパートア
カデミー大阪枚方校」。なぜ次の一
手がドローンスクールなのか、今後
の展望など同社が考える枚方まち
づくりの未来予想図に触れたい。

（続きは本誌11頁）
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Feature

　
2
0
2
1
年
11
月
、
当
所
常
議
員
会
の
前

段
、
大
阪
ガ
ス
㈱
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
ン
パ

ニ
ー
北
東
部
地
区
支
配
人
で
常
議
員
の
福
井

克
久
氏
に
登
壇
い
た
だ
い
た
。
事
例
発
表
で

は
D
aigasグ
ル
ー
プ
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
へ
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
や

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の
利
活
用
に
係
る
最
新

技
術
の
事
例
も
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　

こ
こ
で
提
起
い
た
だ
い
た
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
と
い
う
言
葉
、
最
近
よ
く

耳
に
す
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
カ
ー
ボ
ン
」
は
炭
素
で
「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

は
中
立
位
置
。
な
ん
と
な
く
聞
き
覚
え
の
あ

る
「
脱
炭
素
」
と
近
い
雰
囲
気
か
な
、
と
い

う
印
象
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
認
識
は

正
し
い
。
で
は
な
ぜ
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
や
ん
わ
り
と
し
た
疑
問
が
よ
ぎ
る
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
、
安
倍
前
々

首
相
か
ら
菅
前
首
相
、
そ
し
て
岸
田
現
首
相

へ
と
連
綿
と
受
け
継
が
れ
る
国
策
の
中
で
も

目
玉
事
業
だ
。
こ
こ
数
年
、
そ
う
、
前
月
特

集
で
取
り
上
げ
た
SD
G
sが
国
連
で
標
榜
さ

れ
て
か
ら
、
日
本
国
と
し
て
は
2
0
3
0
年

に
2
0
1
5
年
時
点
と
比
較
し
て
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
46
％
削
減
す
る
こ
と
を
宣
言

し
て
か
ら
、
産
学
公
民
そ
ろ
っ
て
急
速
に
動

き
出
し
て
い
る
。
今
回
の
特
集
で
は
、
概
念

重
視
の
SD
G
sに
対
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
ア

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
経
済
界
に
も
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
、
こ
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て
、
施
策
や
産
業

界
の
動
き
を
中
心
に
整
理
し
て
い
き
た
い
。

そ
も
そ
も
二
酸
化
炭
素
は
な
ぜ
問
題
視
さ
れ

る
の
か

　
世
界
の
平
均
気
温
は
2
0
1
7
年
時
点
で

工
業
化
以
前（
1
8
5
0
～
1
9
0
0
年
）と

比
べ
て
約
１
℃
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
。
こ

の
ま
ま
何
も
手
立
て
を
打
た
な
け
れ
ば
、
更

に
気
温
が
上
昇
す
る
だ
ろ
う
と
専
門
家
を

始
め
、
世
界
各
国
は
危
機
感
を
強
め
て
い

る
。
気
温
が
上
昇
す
る
と
何
が
起
こ
る
の

か
。
た
っ
た
１
℃
な
ん
て
誤
差
の
範
囲
で

し
ょ
、
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
一

方
で
近
年
、
国
内
外
で
起
こ
っ
て
い
る
様
々

な
異
常
気
象
や
気
象
災
害
と
こ
の
急
速
な
温

暖
化
が
関
連
し
て
い
な
い
と
は
言
い
切
れ
な

い
、
と
い
う
見
解
が
国
家
単
位
で
は
大
多
数

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
異
常
気
象
や
気
象
災
害

と
い
う
の
は
、
我
々
の
な
じ
み
の
あ
る
台
風

を
始
め
、
豪
雨
や
猛
暑
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
、
間

接
的
に
は
海
水
面
上
昇
に
よ
る
国
土
の
減
少

な
ど
、
世
界
は
そ
れ
ら
を
地
球
規
模
の
リ
ス

ク
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
潮
流
の

象
徴
は
パ
リ
協
定
(2
0
1
6
)が
国
際
会
議

（
C
O
P26）で
採
択
さ
れ
た
こ
と
が
記
憶
に

新
し
い
。
パ
リ
協
定
に
は
「
世
界
共
通
の
長

期
目
標
と
し
て
気
温
上
昇
を
1
・
5
℃
に
抑

え
る
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
」「
今
世
紀
後

半
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
人
為
的
な
排
出
と
吸

収
を
均
衡
す
る
こ
と
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
2
0
2
1
年
４
月
現
在
で
は
1
9
7
の

国
と
地
域
で
締
結
さ
れ
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
年

に
SD
G
sが
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
。

我
が
国
に
お
い
て
も
、
農
林
水
産
業
、
水
資

源
、
自
然
生
態
系
、
自
然
災
害
、
健
康
、
産

業
・
経
済
活
動
等
へ
の
影
響
が
出
る
と
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
も
は

や
単
な
る
「
気
候
変
動
」
で
は
な
く
、
地
球

上
の
全
て
の
人
類
や
生
物
に
と
っ
て
の
生
存

基
盤
を
脅
か
す
「
気
候
危
機
」
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
気
候
変
動
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

温
室
効
果
ガ
ス
は
、
経
済
活
動
・
日
常
生
活

で
常
に
排
出
さ
れ
続
け
て
い
る
。
脱
炭
素
と

い
う
レ
イ
ヤ
ー
で
俯
瞰
す
る
と
人
間
生
活
に

よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
が
我
が

国
全
体
の
排
出
量
の
約
６
割
を
占
め
る
と
い

う
分
析
に
も
あ
る
よ
う
に
、
国
や
自
治
体
、

事
業
者
だ
け
で
な
く
個
人
も
巻
き
込
ん
だ
社

会
構
造
的
な
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
く

る
。
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
将
来
世
代
も
見
据
え

た
持
続
可
能
な
開
発
・
経
済
発
展
に
向
け
て
、

脱
炭
素
及
び
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
い

か
に
プ
ラ
ス
に
結
び
付
け
て
い
く
か
、
戦
略

的
に
考
え
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
に
来
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
っ
て
何
？

　
こ
れ
ま
で
幾
度
も
出
て
き
て
い
る
今
回
の

キ
ー
ワ
ー
ド
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と

は
、
ひ
と
こ
と
で
言
う
と
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
と
吸
収
量
を
均
衡
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
2
0
2
0
年
10
月
、

政
府
は
2
0
5
0
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
。

そ
れ
に
伴
い
、
2
0
2
1
年
６
月
に
公
表
さ

れ
た
内
閣
府
成
長
戦
略
で
は
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
、
Ｄ
Ｘ
に
続
く

「
第
３
章 

グ
リ
ー
ン
分
野
の
成
長
」
の
中
で

「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

伴
う
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
」
と
し
て
大
き
く

取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
さ
に
目
玉
事
業
だ
。

　

そ
も
そ
も
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

と
い
う
言
葉
は
公
式
に
は
2
0
0
7
年
に
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
イ
ェ
ン
ス
・
ス
ト
ル
テ
ン
ベ

ル
ク
首
相
が
2
0
5
0
年
ま
で
に
国
家
レ

ベ
ル
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現

す
る
政
策
目
標
を
発
表
し
た
こ
と
を
機
に
、

2
0
1
7
年
、
パ
リ
で
開
か
れ
た
ワ
ン
・
プ

ラ
ネ
ッ
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
と
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣

言
を
発
出
、
と
い
う
流
れ
で
使
わ
れ
始
め

た
。
こ
の
宣
言
は
2
0
5
0
年
ま
で
に
国
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
に
抑
え

る
こ
と
を
「
政
策
公
約
」
と
す
る
国
に
参
画

資
格
が
あ
り
、
署
名
し
た
国
は
「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
連
合
」
の
一
員
と
な
る
。

2
0
2
1
年
４
月
現
在
、
参
加
国
は
日
本
を

含
め
1
2
1
カ
国
と
な
っ
て
い
る
。

　

正
確
に
は
、
C
O
２

だ
け
で
は
な
く
、
メ

タ
ン
、
N
２
O（
一
酸
化
二
窒
素
）、
フ
ロ
ン

ガ
ス
を
含
む
「
温
室
効
果
ガ
ス
」
の
排
出
量

か
ら
、
森
林
な
ど
の
自
然
な
ど
に
吸
収
さ
れ

る
量
、
ま
た
除
去
さ
れ
る
量
を
差
し
引
い
て
、

全
体
と
し
て
差
し
引
き
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と

い
う
考
え
方
が
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」
だ
。
経
済
活
動
や
人
間
が
生
活
す
る
上

で
、
完
全
に
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は

現
実
的
に
考
え
て
難
し
い
。
そ
こ
で
、
排
出

か
ら
吸
収
、
除
去
を
差
し
引
く
こ
と
で

「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
な
状
態
に
し
よ
う
と
い

う
考
え
方
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
「
脱

炭
素
」
は
、
炭
素
を
排
出
さ
せ
な
い
、
と
い

う
一
方
通
行
の
イ
メ
ー
ジ
だ
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
「
排
出
」
と
は

　
こ
こ
で
は
キ
ー
ワ
ー
ド
ご
と
に
さ
ら
に
具

体
的
に
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
「
排
出
」。「
排
出
」
は
主
に
石

炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
を

燃
や
す
こ
と
で
発
生
す
る
。
例
え
ば
日
本

で
１
年
間
に
作
ら
れ
て
い
る
「
電
気
(1
0
、

2
7
7
億
k
W
h
)」
の
割
合
(2
0
1
9

年
)は
、
天
然
ガ
ス
37
・
1
%
、
石
炭
31
・

９
%
、
石
油
等
６
・
８
%
、
原
子
力
６
・
２

%
、
水
力
７
・
７
%
、
太
陽
光
６
・
７
%
、

バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
２
・
６
%
、
風
力
０
・

７
%
、
地
熱
０
・
３
%
。
そ
の
う
ち
化
石

燃
料
の
割
合
は
75
・
８
%
に
昇
る
。「
自
動

車
」
の
場
合
(2
0
2
1
年
・
日
本
)は
、
ガ

ソ
リ
ン
車
55
・
７
%
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
５
・

95
％
、
H
V
車
37
・
13
％
、
P
H
V
車
０
・

59
％
、
E
V
車
０
・
59
％
、
F
C
V
車
０
・

03
％
。
石
油
に
依
存
し
て
い
る
車
の
割
合
は
、

99
・
37
％
に
も
達
す
る
。
我
が
国
の
１
年
間

（
2
0
1
9
年
）の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
内

訳
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
39
・
１
%
、
産
業

25
・
２
%
、
運
輸
17
・
９
%
、
業
務
そ
の
他

５
・
８
%
、
家
庭
４
・
８
%
、
工
業
プ
ロ
セ

ス
４
・
１
%
、
廃
棄
物
２
・
８
%
、
そ
の
他

０
・
３
%
。
こ
の
内
、
発
電
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
、
自
動
車
は
運
輸
、
と
捉
え
る
と
合
わ

せ
て
57
％
を
占
め
る
。
つ
ま
り
、
発
電
と
自

動
車
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
か
な
り
の
割
合
で
目

標
達
成
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
自
動
車

が
仮
に
E
V
に
置
き
換
わ
っ
た
と
し
て
も
、

給
電
す
る
電
力
が
炭
素
由
来
の
も
の
で
あ
れ

ば
意
味
が
な
い
。
む
し
ろ
送
電
す
る
コ
ス
ト

や
ロ
ス
を
考
え
る
と
直
接
エ
ン
ジ
ン
で
燃
や

し
た
方
が
効
率
が
い
い
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
謳
う
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
発
電

の
段
階
か
ら
手
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
原

子
力
の
割
合
を
も
っ
と
増
や
せ
れ
ば
手
っ
取

り
早
い
が
、
歴
史
的
に
日
本
世
論
は
納
得
し

な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
我
が
国
で
は
化
石
燃

料
由
来
の
電
力
を
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
な

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
代
替
す
る
と

い
う
選
択
肢
し
か
な
い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
含
め
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
、

そ
の
重
要
性
か
ら
近
年
特
に
非
常
に
興
味
深

い
研
究
や
最
先
端
技
術
が
て
ん
こ
盛
り
で
あ

る
。
が
、
紙
面
の
制
約
上
、
今
回
は
次
項
の

「
吸
収
」「
除
去
」
に
力
点
を
置
き
、
次
回
以

降
の
特
集
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
詳
し

く
紹
介
し
た
い
。

　

排
出
抑
制
と
い
う
観
点
で
は
、
建
物
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
い
わ
ゆ
る

Z
E
B（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

ビ
ル
）や
Z
E
H（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）へ
の
国
費
投
下
も
始
ま
り
、

遅
か
れ
早
か
れ
、
今
後
の
ビ
ル
や
家
屋
建
設

に
お
け
る
国
内
標
準
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
い
る
。
当
所
新
会
館
建
設
に
お
い
て
も

SD
G
sや
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
寄
与

す
る
た
め
、
Z
E
B
の
導
入
を
検
討
し
て
い

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、

そ
れ
は
地
球
を
救
い
、

地
域
経
済
を
持
続
可
能
に

導
く
方
法
論

カーボンニュートラルのイメージ
※環境省脱炭素ポータルより
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Feature

る
と
こ
ろ
だ（
当
誌
11
月
号
参
照
）。

温
室
効
果
ガ
ス
の
「
吸
収
」「
除
去
」
と
は

　
前
述
の
福
井
支
配
人
の
事
例
発
表
に
も
登

場
し
た
よ
う
に
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
を
始

め
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
「
吸
収
」「
除
去
」

に
関
す
る
も
の
も
最
先
端
技
術
が
目
白
押
し

だ
。
政
府
も
資
金
・
税
制
・
規
制
緩
和
の
面

で
後
押
し
す
る
。
例
え
ば
、
10
年
間
２
兆
円

の
基
金
に
よ
り
、
企
業
の
挑
戦
を
支
援
し
革

新
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
、
脱
炭
素

化
効
果
が
高
い
製
品
の
生
産
設
備
や
生
産
工

程
等
の
脱
炭
素
化
を
進
め
る
設
備
の
投
資
を

促
進
す
る
た
め
に
投
資
促
進
税
制
を
導
入
す

る
。
ま
た
、
新
技
術
の
需
要
を
創
出
す
る
よ

う
な
規
制
強
化
、
同
時
に
新
技
術
に
対
応
で

き
て
い
な
い
規
制
の
緩
和
、
新
技
術
を
世
界

で
活
用
し
や
す
く
す
る
よ
う
な
国
際
標
準
化

に
取
り
組
む
構
え
だ
。

　

で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
「
吸
収
」「
除

去
」
に
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
方
法
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
は
カ
ー
ボ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
。
回
収
し
た
炭
素
を
資
源
と
捉
え
、

需
要
の
あ
る
素
材
に
作
り
替
え
た
り
、
吸
収

さ
せ
た
り
す
る
。
具
体
的
に
は
、
C
O
２

吸

収
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ウ
レ
タ
ン
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
原
料
と
な
る
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
、

バ
イ
オ
燃
料
な
ど
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。

経
済
産
業
省
は
C
O
２

吸
収
型
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
2
0
3
0
年
ま
で
に
需
要
拡
大
し
、
既

存
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
同
価
格（
＝
30
円
/
kg
）

に
、
2
0
5
0
年
に
は
防
錆
性
能
を
持
つ
新

製
品
を
建
築
用
途
に
流
通
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
ど
う
や
っ

て
C
O
２

を
吸
収
さ
せ
る
か
と
い
う
と
、
従

来
の
セ
メ
ン
ト
を
原
料
と
す
る
の
で
は
な
く
、

C
O
２

を
吸
収
す
る
こ
と
で
固
ま
る
特
殊
混

和
材（γ

-2C
ao・
SiO
2
な
ど
）を
使
用
す

る
こ
と
で
C
O
２

を
吸
収
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
時

に
排
出
さ
れ
る
C
O
２

を
ゼ
ロ
ど
こ
ろ
か
、

差
し
引
き
マ
イ
ナ
ス
に
す
る
こ
と
も
で
き
る

と
い
う
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
に
伴
う
年
間

C
O
２
総
排
出
量
は
２
、5
0
0
万
ト
ン
と
言

わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ

ロ
、
も
し
く
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
だ
。
ち

な
み
に
日
本
国
内
の
年
間
C
O
２
総
排

出
量
は
13
億
5
0
0
0
万
ト
ン
、
割

り
戻
す
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
関
連
は

約
２
%
に
あ
た
る
。「
で
も
特
殊
混

和
材
が
希
少
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
」

と
勘
繰
り
た
く
な
る
。
し
か
し
、

こ
の
特
殊
混
和
材
も
な
ん
と
産
業

副
産
物
と
し
て
入
手
可
能
な
石
炭

灰
と
高
炉
水
砕
ス
ラ
グ
の
化
合
物

と
い
う
の
だ
か
ら
驚
き
の
技
術
だ
。

　
C
O
２
の
「
回
収
」
に
関
し
て
は

火
力
発
電
や
都
市
ガ
ス
製
造
の
工

程
で
集
中
的
に
回
収
す
る
他
、
近

年
は
空
気
中
の
C
O
２
を
直
接
回
収

す
る
D
A
C
(ダ
イ
レ
ク
ト
・
エ

ア
・
キ
ャ
プ
チ
ャ
)と
い
う
技
術
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。
D
A
C
と
は

大
気
中
の
C
O
２
を
直
接
回
収
す
る

技
術
の
総
称
で
、
そ
の
中
に
も
複

数
の
方
法
が
あ
る
。
代
表
的
な
の

は
ア
ミ
ン
と
い
う
化
合
物
を
吸
収

材
と
し
て
使
う
方
法
だ
。
こ
こ
に

関
し
て
も
日
本
は
先
端
を
行
く
。
名

古
屋
大
学
や
未
来
社
会
創
造
機
構
マ
テ
リ
ア

ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
、
東
芝
な
ど
多

く
の
研
究
機
関
や
企
業
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

が
低
い
よ
う
に
低
温
で
ア
ミ
ン
か
ら
C
O
２
を

取
り
出
し
た
り
、
C
O
２
を
高
効
率
高
濃
度
で

取
り
出
す
技
術
な
ど
で
成
果
を
出
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
神
戸
大
学
や
N
ED
O
の
チ
ー

ム
が
、
C
O
２
だ
け
を
分
離
す
る
ビ
ニ
ー
ル
の

よ
う
な
膜
の
開
発
に
成
功
し
て
い
る
。
コ
ス

ト
が
安
く
な
れ
ば
家
庭
で
C
O
２
の
回
収
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
や
っ
て
回
収
さ
れ
た
C
O
２

を
地
下

の
安
定
し
た
地
層
に
埋
め
込
む
一
連
の
流
れ

を
C
C
S（
C
a
rb
o
n 

d
io
x
id
e 

C
apture,Storage）、
前
述
の
よ
う
に
利

活
用
す
る
流
れ
を
C
C
U（
C
a
rb
o
n 

dioxide 

C
apture,U
tilization)、
そ
の

両
方
を
指
し
て
C
C
U
S（
C
a
rb
o
n 

dioxide 

C
apture, U
tilization 

or 

Storage）と
呼
ば
れ
て
い
る
。
削
減
目
標

達
成
の
た
め
、
手
っ
取
り
早
い
方
法
と
し
て

現
在
最
も
有
力
視
さ
れ
て
い
る
の
は
C
C
S

だ
。
例
え
ば
、
出
力
80
万
k
W
の
石
炭
火
力

発
電
所
１
基
に
C
C
S
を
導
入
す
る
と
、
年

間
約
3
4
0
万
ト
ン
の
C
O
２

が
大
気
に
放

出
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
日
本

国
内
の
火
力
発
電
の
合
計
出
力
が
お
よ
そ
８
、

0
0
0
万
k
W
、
そ
こ
か
ら
逆
算
す
る
と
仮

に
全
国
の
火
力
発
電
所
に
C
C
S
を
導
入
す

れ
ば
、
単
純
計
算
で
３
億
4
0
0
0
万
ト
ン

の
C
O
２
削
減
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
日
本
国

内
の
年
間
C
O
２
総
排
出
量
の
25
％
に
あ
た
る
。

46
％
の
削
減
目
標
の
大
部
分
を
達
成
す
る
こ

と
が
出
来
そ
う
だ
。
C
C
S
は
火
力
発
電
の

ほ
か
、
製
鉄
、
セ
メ
ン
ト
生
産
、
ご
み
焼
却

な
ど
C
O
２
を
大
量
に
排
出
す
る
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
導
入
可
能
な
汎
用
性
の
高
い
技
術
と
し

て
世
界
中
か
ら
関
心
を
集
め
て
い
る
。

実
は
「
2
0
5
0
年
二
酸
化
炭
素
排
出
量

実
質
ゼ
ロ
表
明
」
を
し
て
い
る
枚
方
市

　
世
界
中
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の

移
行
が
加
速
す
る
中
、
我
が
国
も
ご
紹
介
し

た
技
術
以
外
に
様
々
な
研
究
や
事
業
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
国
の
後
押
し

も
あ
り
、
今
後
、
こ
れ
か
ら
儲
か
る
産
業
と

し
て
企
業
の
新
設
部
署
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ベ

ン
チ
ャ
ー
な
ど
が
益
々
立
ち
上
が
っ
て
く
る

だ
ろ
う
。
実
は
当
所
管
内
の
枚
方
市
も
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
表
明
「
2
0
5
0
年
二

酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
表
明
」
を
し
て

い
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？

　
「
2
0
5
0
年
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質

ゼ
ロ
表
明
」
と
は
、
環
境
省
が
「
2
0
5
0 

年
に 

C
O
２（
二
酸
化
炭
素
）を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
を
目
指
す
旨
を
首
長
自
ら
が
又
は

地
方
自
治
体
と
し
て
公
表
さ
れ
た
地
方
自
治

体
」
を
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と
し
て
公
表

す
る
取
り
組
み
だ
。
枚
方
市
は
2
0
2
0
年

２
月
８
日
に
ひ
ら
か
た
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
2
0
に
お
い
て
、
伏
見
市
長
が

「
2
0
5
0
年
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
」
を
宣
言
。
市
民
・
市
民
団
体
・
事
業
者

と
連
携
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
や
公
共
施
設

に
お
け
る
太
陽
光
発
電
を
始
め
と
す
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
率
先
導
入
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
と
、
第
３
次
枚
方
市
環
境
基
本
計

画
に
、
脱
炭
素
化
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
、
具
体
的
な
施
策
を
位
置
づ
け
る

旨
を
公
表
し
て
い
る
。

　

北
大
阪
の
経
済
界
と
し
て
も
、
社
屋
に

Z
E
B
を
導
入
し
た
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
関
連
産
業
へ
の
投
資
や
M
＆
A
が
起

こ
っ
た
り
、
自
社
製
品
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
寄
与
し
て
い
た
り
、
と
い
う
動
き

が
近
々
頻
繁
に
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
か
ら
の
儲

か
る
産
業
で
あ
る
に
違
い
な
い
か
ら
だ
。
そ

う
な
れ
ば
、
官
民
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
他

市
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。
Society5.0と
カ
ー
ボ
ン
ゼ

ロ
シ
テ
ィ
、
違
う
も
の
の
よ
う
で
、
想
像
以

上
に
重
な
り
合
う
部
分
が
多
い
と
す
れ
ば
一

石
二
鳥
だ
。
ぜ
ひ
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
て
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
う
次
世
代
産

業
の
潮
流
へ
一
歩
踏
み
出
し
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
？

我が国における発電量内訳
※総合エネルギー統計2019

経済産業省資源エネルギー庁より

2020年の燃料別新車販売台数
（乗用車）の割合

※日本自動車販売協会連合会「燃料別販売台数（乗用車）」より

カーボンリサイクルのコンセプト

日本の部門別二酸化炭素排出量の割合
―各部門の直接排出量―

※温室効果ガスインベントリオフィス 2019年度より

カーボンニュートラルによる経済成長　※経済産業省HPより

※
Z
E
B

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
は
、

消
費
す
る
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
建
物
。
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減
し

（
省
エ
ネ
）、
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
自
ら
生
産
す
る

（
創
エ
ネ
）こ
と
に
よ
り
正
味（
N
e
t
）の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
を
ゼ
ロ
に
す
る
。
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ます。お知り合い、お取引先で会議所未加入の事業所様がございましたら、是非ご紹介ください。

また、すでにご入会いただいております会員様で、代表者の変更、事業所の移転、連絡先の変更等がご
ざいましたら、総務部（TEL 072-843-5151）までご連絡ください。よろしくお願いいたします。

新規会員様を募集しております！新規会員様を募集しております！

当所（久門哲男会頭）では、12月６日ニューコマンダーホテルにて、38名参加のもと、新型コロナウイルス感染症感染防止対策のた
め一昨年中止となっていた役員懇談会を２年ぶりに開催しました。参加人数を会場定員の半分以下に抑え、検温・手指消毒の徹底及
びマスク会食など同感染防止対策を施した上での実施となりました。
役員懇談会では、事務局の司会のもと、久門会頭の挨拶に続いて佐々木副会頭の乾杯で開会しました。久門会頭の挨拶では「やっ

と２年ぶりの懇談会を開催できました。誠にうれしいことでございます。2021年はコロナ禍につき、当所でもワクチン職域接種を実
施しました。また、中小企業相談所における経営相談件数は例年よりも増加し、１～11月までで約1,600件、12月までに1,700件に
達するか、という状況です。私が会頭を拝命してから皆様のご意見をお伺いすると同時に現場の方も見る機会が増えました。一致団
結してみんなで協力しようという雰囲気にはとても好感を持っています。そして皆様からよくご意見を頂戴する新会館の件に関して
は、どういうコンテンツを取り入れるのかということを松本副会頭を中心とした特別委員会で取り纏めていただきました。そしてい
よいよ2022年から会館建設をより具体的に本腰入れてやっていくということになっています。しかし会館建設は50年に１度の大仕事、
内にも外にも前回の会館建設を知る者はおりません。そこでより機動的に進めていくために、副会頭２人に建設、もう２人に資金調
達をご担当いただき、新しい委員会を設置する準備を進めております。そして最後に、大阪関西万博、関西の盛り上がりの起爆剤に
なればと期待しております。それに伴い皆様にご負担をお願いしているところであります。2021年の皆様のご理解ご協力に感謝申し
上げますとともに、2022年が皆様にとって良い年となりますよう、これからもどうぞよろしくお願いいたします。」とコメントいた
だきました。厳戒態勢の中、この大変貴重な機会を活用し、一同有意義に情報交換され、村田副会頭の中締めにより宴たけなわの中、
閉会となりました。
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▪ 新入会員ご紹介 ▪ 〜ご入会ありがとうございます〜
（入会申込書の情報を基に、ご紹介の了解を得た事業所分のみ掲載しています）　　　　　　　　12月31日受付迄受付順

事業所名 営業内容 所 在 地
ぱぱらくLab． WEBマーケティング・収納コンサルと住宅サイト・SNS運用 枚方市宮之阪
Brocadedoll工房 呉服布地と和小物を企画製造販売・中古呉服などのリフォーム 枚方市中宮東之町
社会保険労務士事務所 アサイン 中小企業の社会保険・労働保険手続き及び労務管理の専門家です。 枚方市中宮本町
㈱O・N・T大阪支社 IT全般・Web作成、ソフトウェア開発、システム開発 寝屋川市香里北之町
枚方ボーナス 日用雑貨品小売・時計電池交換 枚方市西禁野
香里中央商店会 個人営業店舗、総数30店の集合体 寝屋川市香里新町

（同）Bright Works 輸入したハチミツの販売 寝屋川市河北中町

barber HYATT 日曜日と月曜日が定休日ですが、営業日は夜遅くまで営業しています。休日を
散髪に使いたくない方はぜひお越しください。 寝屋川市田井西町

アルファレンタカー松井山手 レンタカー、学習塾、みかん・米小売、女性専用エステサロン、不動産経営 京田辺市山手南
スインセリティー㈱ ドローンを使ったサービスを全国で展開しております。 大阪市中央区南船場
Ma vie ラウンジ 寝屋川市香里新町
㈱斑（片付けガリバー） 生前整理、遺品整理、不用品処分・買取 守口市八雲西町
㈱ワールドコーポレーション 引越・移転及びレイアウト変更、それに伴う事務機器販売・廃棄工事一式 枚方市長尾家具町
㈱K image 映像制作 枚方市西牧野
ノーブルエクシア㈱ 自然療法（体質改善）専門サロン、美容エステサロン 枚方市南楠葉
ケーツー㈱ アウトソーシング事業の受託及び請負 枚方市甲斐田新町
㈱あんのん 地域密着型通所介護・鍼灸院 枚方市尊延寺
焼肉 三宝園 焼肉屋を成田山の近くで営んでます。 寝屋川市成田町

コロナ禍につき規模を縮小して２年振りに開催 ‒役員懇談会‒「個人事業所」の皆様へ

所 得 税 ・ 消 費 税
確定申告相談会の開催について

確定申告令和３年分

密を避けて
〜感染リスク軽減のための税務署からのお願い〜

● 給与の源泉徴収票をスマホで撮影すると自動入力できます。
●   マイナポータル連携の自動入力の対象にふるさと納税などが

追加されました
●   マイナンバーカードをスマホで読み取れば、ICカードリーダ

ライタなしでe-Taxできます

平日（月〜金）以外でも、一部の税務署では令和４年２月20日（日）及び２月27日（日）に限り、日曜
日でも確定申告の相談・申告書の受付を行います。詳しくは、国税庁ホームページで確認されるか、
税務署にお尋ねください。※通常土・日・祝日等は閉庁しております。
申告義務のない方が行う還付申告は５年間提出することができます。
年末調整済みの給与所得のみの方で、医療費控除や寄附金控除（ふるさと納税）により還付を受ける
方などがこちらに該当します。

申告・
納税

所得税および復興特別所得税・贈与税　令和４年３月15日（火）まで
所得税および地方消費税（個人事業者）　令和４年３月31日（木）まで

既に80％以上の方が、確定申告会場に来場せずに確定申告しています。

　北大阪商工会議所では、毎年、近畿税理士会枚方支部との緊密な連携の下、同支部所属の税理士の先生を
招聘し、所得税・消費税確定申告相談会を実施いたしております。本年度につきましても、下記の通り開催
させていただく運びとなりましたので、必ず事前予約の上、ご利用くださいますようお願い申し上げます。

記
【枚 方 本 所】　　〔予約可能日〕２月16日（水）～２月25日（金）　土・日・祝除く
　　　　　　　　〔時　間　帯〕午前10時・11時・午後１時・２時・３時のいずれか
　　　　　　　　〔会　　　場〕枚方市車塚１-１-１ 輝きプラザ５階 パソコン研修室２

【寝屋川支所】　　〔予約可能日〕２月16日（水）～２月22日（火）　土・日除く
　　　　　　　　〔時　間　帯〕午前10時・11時・午後１時・２時・３時のいずれか
　　　　　　　　〔会　　　場〕北大阪商工会議所 寝屋川支所内 寝屋川市東大利町２番14号
・前年度の所得が300万円以上の事業所様はお受けできません。
・  新規で相談会に参加希望の事業所様は、様々な条件がございますので予約の前に必ず、北大阪商工会議所に

お電話をお願いいたします。

【問い合わせ・予約申し込み先】北大阪商工会議所　中小企業相談所
　〔枚 方 本 所〕TEL 072-843-5154　　　〔寝屋川支所〕TEL 072-828-5151

ご自宅からスマホ・パソコンでe-Tax

密を作らない国税庁
税務署

確定申告会場への入場には整理券が必要です
（※申告書等の提出のみの場合は不要です。）

▶ 各会場で当日配布します　▶ LINEから事前発行もできます
来場される場合はお早めにお越しください。

確定申告特集ページ

国税庁
LINE公式アカウント

確 定 申 告
詳しくは

２月の専門相談・金融相談日
商工会議所の専門経営相談をご利用下さい

専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家がどんな相談にも
的確なアドバイス 秘密

厳守
費用
無料!

きらら事務所　中小企業相談所　TEL 072（843）5154
枚方市駅前事務所　　　　　TEL 072（843）5157
寝屋川支所　　　　　　　　TEL 072（828）5151
交野支所　　　　　　　　　TEL 072（892）6700

お気軽にご利用下さい要予約

注意：※金融相談をご希望の方は決算書及び確定申告書類等の電子データが必要です。申込・問い合わせは指導課（072－843－5154）へ
　　　◎枚方市駅前事務所へお越しの際、ビオルネ提携駐車場をご利用されると割引サービスがあります。

相談内容 相　談　日 時　　　間 担当相談員
法 　　 律（於：枚方市駅前事務所） ２月８日（火）・22日（火） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　門 前 武 彦　先生
法 　　 律（於：寝屋川支所） ２月16日（水） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　松 本 　 勉　先生
税務・経理（於：枚方市駅前事務所） ２月９日（水）・16日（水） 午後１時30分〜３時30分 税　   理　   士　道 廣 裕 子　先生
労 　　 務（於：枚方市駅前事務所） 随　　　時 特定社会保険労務士　植 田 直 美　先生
特許・商標（於：きらら事務所） 随　　　時 弁　   理　   士　中 川 信 治　先生
経 営 一 般（於：きらら事務所） 随　　　時 中小企業診断士　須 﨑 保 弘　先生
金 　 融※

〈公庫・国民生活事業〉
（於：  きらら事務所にて

オンライン相談） 随　　　時 日本政策金融公庫　守口支店（国民生活事業）
融資相談担当者
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　創業の夢をかたちにする。きらら創業実践塾は、創業希望者から第二創業を目指す方までを対象に、
開業に必要な知識を総合的に学ぶ、少人数制の「通年講座」です。専門家・同じく創業を目指す方と共
に、枚方市内での起業を成功させませんか？

□ 技術には自信があるけれど、営業は苦手…。
□ 会社勤めの経験はあるけれど、営業の経験はない。
□ 売り込みって思われたくないけれど、どうすればいい？
起業にあたって、営業はとても大切です。でも “いい人” ほど “売る事” に苦手意識を持ちがちです。フ
リーでアナウンサーや司会、講師業をしてこられた稲垣亜香音さんに、営業のコツを話していただきま
す。起業への不安を１つ取り除いて、夢の実現に近づきましょう！

枚方市立地域活性化支援センター（愛称：ひらっく）
〒573-1159　枚方市車塚１-１-１ 輝きプラザきらら６階
WEB：https://www.hirakata-kassei.jp/　　
F A X：  072-851-5384（セミナー名、住所、TEL、参加

者名を明記）
T E L：050-7105-8080

事業の紹介、創業に役立つ情報等を発信中！

ウェブ ブログ Facebook

令和４年度 きらら創業実践塾

お茶しながら起業のコツが学べる♪ひらかたビジネスカフェ

お申し込み・お問い合わせ

・枚方市立地域活性化支援センターからのお知らせ・

対　　象：  創業希望者、創業間もない事業者、第二創業を目
指す事業者、後継者で講座終了後に枚方市内で事
業を営むことを予定する方。具体的なビジネスア
イデアを有している方。※カリキュラム全体の
80％以上の出席が見込まれること。

講義期間：2022年４月１日～2023年３月31日
　　　　　（場所：地域活性化支援センター）
参加費用：１万円／月
申　　込：  2022年２月１日〜２月28日の平日午前９時〜

午後５時半に申請書と事業計画書（同センター
ホームページから取り出し可）を同センターへ。
書類選考で10人

　　　　　TEL：050-7105-8080
　　　　　FAX：072-851-5384

日　時：２/18（金）14：00～16：00
会　場：ビィーゴ　枚方市岡本町７番１号枚方 ビオルネ５階（京阪「枚方市」駅より徒歩１分）
　　　　※状況によりオンライン（Zoom）開催に変更の可能性があります。
対　象：起業に興味がある方　　定　員：12人（先着順）
参加費：1,000円（ドリンク付き。当日お持ちください）　　
持ち物：筆記用具・（あれば）名刺 〔２/２（水）10：00より受付開始〕

テーマ：営業トーク入門

社員力が上がる！企業力を高める！
カラーコミュニケーション研修

～色で自分を知り、相手を知るカラー活用法～

創業や新規事業に挑戦する方を、応援します

インキュベートルーム　入居者募集中！

日時：2022年

２月24日（木）
18：00～19：30

会　場
定　員
参加費

北大阪商工会議所　寝屋川支所（寝屋川市立産業振興センター２階）　京阪寝屋川市駅西口から徒歩２分
12名（新型コロナウイルス感染拡大防止のため、通常より定員を減らしています）
無　料

パーソナルカラースタイリスト
Kotonoha 代表 武田みはる 氏

【概要】
色は万国共通の共通言語であり、性別、年齢、人種を超えたメッセージ性
があります。昨今、色に対する関心度が高まり、色彩はことばより明確
に伝わるメッセージ性があることから、 ビジネスに色を取り入れる動きも
高まっています。
色彩心理学を基にしたカラータイプ理論を用いて、自分の個性や価値観
を色で可視化してみましょう。社員の個性も理解できるきっかけになり
ます。

【内容】
▶ 色にはメッセージ性がある　　▶ 色で自分を知り、相手を知る
▶ 色で社員の強みを知る　　　　▶ 色でお客様との良い関係を作る

講　師

お申込み：https://www.kansaicci.jp/kentei/apply.php?seq=14425
お問い合わせ：北大阪商工会議所　寝屋川支所　TEL：072 ‒828‒5151

【応募方法】
所定の事前協議書と事業計画書を、ひらっく
へご提出ください。
※受付時間は平日午前９時から午後５時30分
※土曜日・日曜日・祝日を除く
https://www.hirakata-kassei.jp/incubateroom/boshu/
事前協議書・事業計画書はホームページから取り出し可

【相談・お問い合わせ】
ひらっく（枚方市立地域活性化支援センター）
枚方市車塚１-１-１輝きプラザきらら６F
TEL：050-7105-8080　FAX：072-851-5384　平日午前９時から午後５時30分
※土・日・祝は折り返しのご連絡になる事があります。ご容赦ください。

インキュベートルームは、負担の少ない使用料で事業立ち上
げの拠点となる事務所スペースを貸し出すとともに、経営ア
ドバイザーが使用者の直面する課題を解決するためのアドバ
イスを行い、独り立ちを支援する施設です。使用対象は、新
しい発想やアイデアを持っている人・新しい事業分野に挑戦
しようとする人等、一定の条件がございます。
インキュベートルームの入居を通して、共にその事業を飛躍
させませんか？

募集資格：次のいずれかを満たす人が対象です。
①枚方市内で１年以内に、新たなビジネスを立ち上げようと
する者、または創業１年未満の法人・個人
②枚方市内で新事業の創出、新分野への進出または第二創業に
挑戦する中小企業　※創業にはNPOによるコミュニティ・
ビジネスも含まれます。
場　　所：枚方市車塚１-１-１輝きプラザきらら６Fひらっく
　　　　　（枚方市立地域活性化支援センター）
使用期間：開始日から１年間（最長３年間まで更新可）

入居には審査があります。書類の書き方・スケジュール等の
詳細は、ひらっくまでお問い合わせください。

空き室と使用料　　　　　　　　　　　　　　※2021年12月末日現在

※最新の入居状況は、ひらっくまでお問い合わせください。

号　室 広　さ 利用料（月額）
2号室 28.1㎡ 28,100円
3号室 28.1㎡ 28,100円
6号室 33.4㎡ 33,400円
9号室 28.1㎡ 28,100円
11号室 28.1㎡ 28,100円
12号室 33.4㎡ 33,400円

入居までの流れ

アドバイザーとの無料相談アドバイザーとの無料相談 部屋の内観部屋の内観 インキュベートルーム外観インキュベートルーム外観



交野市私部で2021年５月27日OPEN。駐車場は店舗隣にあり！
国産小麦、国産粗糖、国産塩、国産ライ麦の天然酵母を使用した安心安全な商品
を提供したいという思いから、地域の皆さまに愛される店舗を目指して、毎日美
味しいパンを作っています。お客様のお声を大切にし材料を調達。新商品を作っ
ています。水を使わずに牛乳と生クリームだけで作るこだわりのミルク山食パン
は毎日３～４回焼き上げる人気商品です。

-----ポータルサイト活用について、感想をお聞かせください。
掲載して頂いている為、幅広い方に認知して頂いております。
地域の皆さまに愛されるお店作りを目指し国産小麦の味わい深い美味
しいパンを今後も提供してまいります。
人気No.１ミルク山食パン、No.２牛すじカレーパン、No.３発酵バ
ターのザクザクメロンパンです。全種類のパンの予約承ります！
パン、卵を不使用パン常時取り揃えています。
-----カジパン工房 梶山様 お声を聞かせて頂きありがとうございました。

枚方市産業振興キャラクター
ひこぼしくん

まいぷれ通信まいぷれ通信
地域ポータルサイト

交野市産業PRキャラクター
おりひめちゃん

寝屋川市のマスコットキャラクター
はちかづきちゃん

こんな情報発信しています

会員の皆様が知っている何気ない情報、地元の人に知ってほしいとっておきの話。「まいぷれ」を使えばみんなに伝えられます。
それを知った誰かが、もっと街を好きになれるはずです。まいぷれは、地域に密着した情報をホームページでお届けしています。

まいぷれでまいぷれで 〜 カジパン工房 〜

名　　称　カジパン工房
住　　所　〒576-0052 交野市私部４-６-５　
電話番号　072-894-3038

地域ポータルサイト「まいぷれ枚方・まいぷれ寝屋川・織姫ねっと」掲載のご連絡をお待ちしております
【お問合せ】北大阪商工会議所 まいぷれ事務局(TEL／072-841-1200：メール／mypl@kocci.or.jp )
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Local information CCI Information

KOCCI Exhibition  

Vol：3

伝
統
と
モ
ダ
ン
と
革
新
の
商
品
見
本
市

「
第
３
回
京
都
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
2
0
2
2
」

北
大
阪
管
内
か
ら
10
社
が
出
展
！

■ 北大阪管内から出展する10社の展示商材を紹介 ■

アトリエMODI

彫金工房アトリエ MODIのペンダント
シルバーをクールに演出

寝屋川市 寝屋川市

有限会社曽田印刷

贈った人も、貰った人も、見た人も
笑顔になる魔法のギフト!!

共和ゴム株式会社

体幹トレーニンググッズや他生活雑貨
をご紹介させて頂きます

枚方市

花贈り

「花伝書」花に書家の筆文字を添えて
贈り物にしませんか？

京都市

株式会社絆フレンズ

自衛隊員しか食べていない駐屯地ごと
のカレーをご賞味ください。

多田製茶株式会社

全国の日本茶アソートと、オリジナル
ブレンドな日本茶

枚方市 枚方市ノボル電機株式会社

拡声器メーカーが届ける、音を優しく
響かせるスマホ用無電源スピーカー

有限会社ショクホー

気軽にお花飾りを始めることが出来
る一輪挿し用花器です

株式会社ヒラオ

手間を惜しまずに時間をかけて作った
本物の燻製品をお届けします

more flowers and

ドライフラワーを使用した、入れ替
えのできる天球bottle flowers

枚方市

Promotion

展
示
会
の
様
子
や
活
用
方
法
な
ど
を
紹
介
す
る
「
Exhibition」
シ
リ
ー
ズ
。

今
回
の
「
Exhibition

Prom
otion

Vol：
3
」
は
、
令
和
４
年
３
月
９
日（
水
）・
10
日（
木
）

に
み
や
こ
め
っ
せ（
京
都
市
勧
業
館
）で
開
催
さ
れ
る
第
３
回
京
都
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ

ト
・
シ
ョ
ー
2
0
2
2
に
、
北
大
阪
管
内
か
ら
共
同
出
展
す
る
10
社
の
展
示
商
材
を
紹
介
す
る
。

B

to

C向
け
の
商
材
を
扱
う
方
や
販
路
開
拓
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
方
は
、
こ
の
特
集
を
参

考
に
ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
。
※
京
都
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
と
は
、
京
都
を

中
心
と
す
る
関
西
エ
リ
ア
及
び
関
東
、
東
海
、
北
陸
、
中
国
、
四
国
、
九
州
な
ど
幅
広
い
地
域
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
が
来
場
す
る

日
本
最
大
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ギ
フ
ト
と
生
活
雑
貨
の
商
品
見
本
市
。

寝屋川市

寝屋川市

寝屋川市
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Nijiriguchi / Coverage Coverage

今
回
のN

ijirig
uchi

の
主
人
公
は
、

2
0
0
7
年
東
京
で
開
業
し
た
後
、

2
0
1
1
年
枚
方
市
駅
前
の
核
の
一
つ
「
枚

方
ビ
オ
ル
ネ
」
の
再
建
に
携
わ
り
、
そ
の
運

営
会
社
の
設
立
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
き

た
と
い
う
ま
さ
に
都
市
再
生
の
仕
掛
人
、
フ

ラ
グ
シ
ッ
プ
ス
㈱
。
そ
の
時
作
っ
た
運
営
会

社
、
枚
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ス
㈱
は
「
枚

方
の
“
ひ
と
”
と
“
ま
ち
”
と
一
緒
に
成
長

す
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ビ
オ
ル
ネ
の
運
営

だ
け
で
な
く
56
市
を
始
め
と
し
た
地
域
イ
ベ

ン
ト
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。
現
在
ビ
オ
ル

ネ
に
は
ス
ー
パ
ー
大
手
のA

EO
N

や
雑
貨

KU
RAW

AN
KA

を
始
め
と
し
た
小
売
専
門

店
や
飲
食
店
に
加
え
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
形

態
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
の
ビ
ィ
ー
ゴ
や
保
育
園
、

公
共
機
関
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
当
所
や
各
種

団
体
、
京
阪
電
鉄
を
始
め
と
し
た
オ
フ
ィ
ス

な
ど
多
様
な
テ
ナ
ン
ト
が
入
居
。
衰
退
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
た
商
業
施
設
は
見
事
に
再

生
を
果
た
し
多
用
途
施
設
へ
と
進
化
し
て
い

る
。
今
両
社
は
枚
方
に
と
っ
て
民
営
の
ま
ち

づ
く
り
会
社
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
存
在
感
を

放
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
設
立

の
経
緯
や
沿
革
か
ら
フ
ラ
グ
シ
ッ
プ
ス
㈱
と

枚
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ス
㈱
は
一
心
同
体

と
言
う
か
、
車
の
両
輪
と
言
う
か
、
表
と
裏

と
言
う
か
、
今
で
も
切
っ
て
も
切
れ
な
い
阿

吽
の
呼
吸
で
枚
方
の
街
の
活
性
化
に
寄
与
さ

れ
て
い
る
。

　
今
回
の
主
人
公
が
枚
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
ス
㈱
で
は
な
く
、
フ
ラ
グ
シ
ッ
プ
ス
㈱
で

あ
る
の
に
は
訳
が
あ
る
。
同
社
は
数
年
前
か

ら
、
こ
れ
か
ら
の
枚
方
の
未
来
、
会
社
の
未

来
を
切
り
拓
く
よ
う
な
新
規
事
業
を
模
索
し

て
い
た
。
そ
し
て
あ
る
出
会
い
を
き
っ
か
け

に
、
2
0
2
0
年
11
月
、
つ
い
に
新
規
事
業

を
開
始
。
そ
の
新
規
事
業
と
い
う
の
が
全
国

展
開
す
る
ド
ロ
ー
ン
操
縦
者
養
成
ス
ク
ー

ル
「JU

AVA
C

ド
ロ
ー
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト

ア
カ
デ
ミ
ー
大
阪
枚
方
校
」
だ
。
今
回
の

N
ijiriguchi

で
は
、
両
社
の
代
表
取
締
役 

岡
部
宏
明 

氏
、
専
務
取
締
役 

佐
阪 

航 

氏
、

JU
AVA

C

大
阪
枚
方
校
の
主
任
教
官 

北
村

尚
登 

氏
、
教
官 

野
口 

大
輔 

氏
に
お
話
を
伺

い
、
な
ぜ
次
の
一
手
が
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
な

の
か
、
今
後
の
展
望
な
ど
同
社
が
考
え
る
枚

方
ま
ち
づ
く
り
の
未
来
予
想
図
に
触
れ
た
い
。

ド
ロ
ー
ン
と
は

　
こ
こ
数
年
で
ド
ロ
ー
ン
と
言
え
ば
こ
れ
と

い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
付
く
ほ
ど
に
、
良

く
も
悪
く
も
露
出
が
多
く
な
り
、
定
着
し
つ

つ
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も

ド
ロ
ー
ン
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
ド
ロ
ー
ン
は
元
々
軍
事
用
ミ
サ
イ
ル
発
射

試
験
の
標
的
と
し
て
開
発
さ
れ
、
当
時
は
無

人
車
両
や
無
人
航
空
機
、
無
人
船
舶
な
ど
、

無
人
で
稼
働
す
る
機
体
全
般
を
ド
ロ
ー
ン
と

呼
ん
で
い
た
。
最
も
古
い
も
の
で
1
9
4
6

年
か
ら
登
場
し
、
４
つ
の
羽
で
ホ
バ
リ
ン
グ

飛
行
す
る
“
あ
れ
”
が
ド
ロ
ー
ン
と
呼
ば
れ

始
め
た
の
は
2
0
1
0
年
以
降
。
そ
し
て
日

本
で
は
、
2
0
1
5
年
の
航
空
法
第
２
条

22
項
改
正
に
よ
っ
て
「
無
人
で
あ
り
、
遠

隔
操
作
ま
た
は
自
動
操
縦
で
飛
行
で
き
る
、

2
0
0
ｇ
以
上
の
重
量
の
機
体
」
が
ド
ロ
ー

ン
と
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
語
源
は
一
説
に
よ
る
と
、
飛

行
の
際
の
「
ブ
ー
ン
」
と
い
う
音
が
蜂
を
連

想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
英
語
で
「
雄
蜂
」
を
表

す
「drone

」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
だ
。
元
々
ド
ロ
ー
ン
は
撃
ち
落
と
す
標
的

と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
害

虫
で
あ
る
蜂
は
叩
か
れ
て
落
と
す
も
の
、
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
や
扱
わ
れ
方
の
一
致
か
ら
こ
の

名
前
が
与
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
も
す
る
。

　
ド
ロ
ー
ン
が
現
在
の
認
識
で
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
用
途
や
仕
様
は

日
々
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
種
類
は

大
き
く
分
け
て
２
種
類
、
娯
楽
用
と
産
業
用

だ
。
娯
楽
用
は
趣
味
で
空
撮
な
ど
を
行
う
も

の
と
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も

の
が
あ
る
。
昔
、
T
V
で
日
曜
朝
に
や
っ
て

い
た
ラ
ジ
コ
ン
カ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
は
高
台
か

ら
目
視
で
操
縦
し
て
い
た
よ
う
な
記
憶
が
あ

る
。
し
か
し
現
在
の
ド
ロ
ー
ン
レ
ー
ス
は
、

ド
ロ
ー
ン
内
蔵
の
カ
メ
ラ
と
操
縦
者
の
ヘ
ッ

ド
セ
ッ
ト
が
連
動
し
、
ま
る
で
ド
ロ
ー
ン
に

乗
っ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
操
縦
す
る
ら
し

い
。
新
感
覚
の
ス
ポ
ー
ツ
と
言
わ
れ
る
の
も

頷
け
る
。

　
そ
し
て
産
業
用
、
こ
ち
ら
は
ま
だ
ま
だ
広

が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
現
段
階
で
主

に
使
用
さ
れ
る
の
は
、
農
薬
散
布
や
苗
木
運

搬
な
ど
の
農
業
用
、
電
線
・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

な
ど
の
延
線
・
架
線
・
索
道
用
、
土
地
家
屋

調
査
や
建
設
現
場
な
ど
の
測
量
・
安
全
巡
視

用
な
ど
が
一
般
的
の
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、

電
気
会
社
な
ど
が
行
う
僻
地
で
の
延
線
作
業

な
ど
は
２
日
か
か
っ
て
い
た
作
業
が
な
ん
と

90
分
で
終
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
測
量
は
50 

%

の
時
間
短
縮
に
な
る
上
、
正
確
な
デ
ー
タ

が
３
D
で
取
る
こ
と
が
で
き
た
り
と
時
間
、

精
度
、
質
の
面
で
仕
事
の
高
効
率
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
当
誌
2
0
2
1
年

11
月
号
の
５
G
特
集
で
取
り
上
げ
た
近
未
来

の
展
望
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
配
達
や
工

事
現
場
や
農
場
へ
の
遠
距
離
リ
モ
ー
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
な
ど
「
空
の
産
業
革
命
」
が
起
こ

る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
2
0
2
1
年
12
月
号

の
特
集
で
取
り
上
げ
た
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
組
み
合
わ
せ
最
適
化
に
よ
っ
て
航
空

管
制
を
行
え
ば
安
全
性
の
担
保
と
な
り
、
ド

ロ
ー
ン
に
係
る
規
制
緩
和
の
引
き
金
と
な
る

こ
と
だ
ろ
う
。

JU
AVA

C

ド
ロ
ー
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト

ア
カ
デ
ミ
ー
と
は

　
両
社
は
数
年
前
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
枚
方

の
未
来
、
会
社
の
未
来
を
切
り
拓
く
よ
う

な
新
規
事
業
が
で
き
な
い
か
模
索
し
て
い

た
。
そ
し
て
あ
る
時
、
滋
賀
県
の
膳
所
焼
と

い
う
陶
芸
の
窯
元
を
訪
ね
る
機
会
が
あ
っ
た
。

せ
っ
か
く
滋
賀
県
ま
で
来
た
の
に
こ
れ
だ
け

で
は
も
っ
た
い
な
い
、
と
空
室
率
の
増
加
に

よ
り
一
時
は
「
生
き
た
廃
墟
」
と
評
判
に
な

り
、
そ
の
評
判
を
逆
手
に
と
っ
て
見
事
に
復

活
を
果
た
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
ピ

エ
リ
守
山
」
の
視
察
に
向
か
う
こ
と
に
し
た
。

同
業
者
で
あ
っ
た
こ
と
と
事
業
再
生
事
例
と

い
う
点
で
前
々
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
。
そ
こ
で
社
長
と
専
務
を
待
っ
て
い
た
の

は
、
想
像
以
上
に
大
き
な
産
業
用
ド
ロ
ー
ン

の
展
示
と
有
り
余
る
敷
地
に
整
然
と
展
開
し

て
い
るJU

A
V
A
C

ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
滋

賀
校
だ
っ
た
。
そ
の
時
、
専
務
は
衝
撃
を
受

け
た
と
い
う
。
広
く
て
き
れ
い
な
設
え
は
も

と
よ
り
、
民
間
企
業
が
こ
ん
な
最
先
端
の
技

術
を
扱
え
る
時
代
が
来
た
の
だ
、
こ
れ
だ
！

そ
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
2
0
2
0
年

11
月
、
つ
い
に
フ
ラ
グ
シ
ッ
プ
ス
㈱
の
新
規

事
業
と
し
て
「JU
A
V
A
C

ド
ロ
ー
ン
エ
キ

ス
パ
ー
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
大
阪
枚
方
校
」
を
開

校
す
る
に
至
っ
た
。

　

JU
A
V
A
C

ド
ロ
ー
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト

ア
カ
デ
ミ
ー
と
は
、
一
般
社
団
法
人 

日
本

U
A
V
利
用
促
進
協
議
会（JU

A
V
A
C

）の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
の

操
縦
と
そ
れ
を
活
か
し
た
専
門
分
野
の
技
術

を
習
得
で
き
る
ス
ク
ー
ル
。
社
会
で
活
躍
す

る
実
践
的
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
育
成
す
る
た

め
に
「
誰
で
も
」「
分
か
る
ま
で
」「
で
き
る

ま
で
」
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
と

し
て
最
高
品
質
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、

2
0
2
1
年
12
月
現
在
で
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

方
式
に
よ
り
全
国
に
27
校
展
開
。
大
阪
枚
方

校
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　
政
府
は
2
0
2
1
年
３
月
９
日
、
小
型
無

人
機（
ド
ロ
ー
ン
）の
操
縦
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度

の
新
設
を
含
む
航
空
法
改
正
案
を
閣
議
決
定

し
、
2
0
2
2
年
度
よ
り
施
行
す
る
予
定
だ
。

国
交
省
は
そ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
安
全
性
の
観

点
か
ら
国
家
資
格
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
、
国
の
認
証
を
得
た
民
営
の
ス

ク
ー
ル
を
受
講
す
れ
ば
一
部
試
験
が
免
除
さ

れ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。
様
々

な
業
務
効
率
を
改
善
す
る
可
能
性
を
秘
め
た

技
術
だ
け
に
今
後
ま
す
ま
すJU

A
V
A
C

を

始
め
と
し
た
ド
ロ
ー
ン
操
縦
ス
ク
ー
ル
の

ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
「
ド
ロ
ー
ン
を
一
過
性
の
ブ
ー
ム
で
は
な

く
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
育
て
て
い
く
」
こ
れ

がJU
A
V
A
C

の
目
指
す
ベ
ク
ト
ル
だ
。「
空

の
産
業
革
命
」
の
キ
ー
デ
バ
イ
ス
、
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
産
業

界
の
発
展
、
ま
た
人
々
の
日
々
の
生
活
に
起

こ
り
え
る
問
題
を
解
決
す
べ
くIot

・A
I

な

ど
多
様
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
、
社
会

イ
ン
フ
ラ
化
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
に
は
ド

ロ
ー
ン
に
係
る
「
高
度
な
知
識
と
技
術
」
を

持
つ
人
材
育
成
こ
そ
不
可
欠
、
そ
の
た
め
の

ス
ク
ー
ル
と
い
う
こ
と
だ
。

目
指
せ
！ 

ド
ロ
ー
ン
先
進
都
市
ひ
ら
か
た

　
令
和
２
年
度
版
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
基

本
計
画
で
は
、
未
来
都
市
の
実
現
に
向
け
て

IC
T

・IoT

・A
I

な
ど
新
た
な
先
進
的
技
術

の
導
入
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
交
通
、
情

報
な
ど
に
つ
い
て
利
便
性
や
安
全
性
を
向
上

さ
せ
る
な
ど
、
時
代
や
社
会
環
境
に
合
わ
せ

た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
物
流
機
能
と

し
て
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
も
視
野
に
入
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

　
取
材
に
同
行
し
、
枚
方
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
造
詣
の
あ
る
当
所
高
田
次
長
は
「
ド
ロ
ー

ン
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
はSociety5.0

の

実
現
に
向
け
て
キ
ー
デ
バ
イ
ス
に
な
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
は
単
に

操
縦
だ
け
で
は
な
く
、
自
律
飛
行
も
視
野
に

入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
航
空
管
制
も
で

き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
今

後
こ
う
い
っ
た
ラ
イ
セ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
が
枚

方
に
あ
る
こ
と
は
、
幅
広
い
意
味
で
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持
っ
た
人
材

が
こ
の
地
域
か
ら
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
に
向

か
う
中
、
地
域
の
労
働
生
産
性
向
上
に
寄
与

す
る
大
変
有
意
義
な
事
業
だ
と
感
じ
ま
す
。」

と
期
待
を
寄
せ
る
。

　

岡
部
社
長
は
枚
方
市
版Society5.0

の

実
証
実
験
と
し
て
都
市
部
で
の
ド
ロ
ー
ン
活

用
を
他
市
に
先
駆
け
て
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
な
い
か
、
真
剣
に
考
え
て
い
る
。
実

証
実
験
の
認
定
を
国
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
安
全
性
を
保
っ
た
範
囲
で
規
制
緩

和
を
行
い
、
ド
ロ
ー
ン
活
用
を
き
っ
か
け
と

し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
わ
け
だ
。

枚
方
は
全
て
に
お
い
て
１
番
に
は
な
れ
な
い

か
も
し
れ
な
い
、
し
か
し
何
か
で
１
番
の
街

と
言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
。「
ド
ロ
ー
ン

先
進
都
市
ひ
ら
か
た
」
を
標
榜
す
る
に
は
、

人
材
育
成
が
必
須
だ
。
そ
れ
に
は
現
在
の
３

つ
の
練
習
場
で
は
足
り
な
い
。
市
内
に
多
く

の
練
習
場
兼
発
着
場
が
で
き
れ
ば
、
目
標
に

一
歩
近
づ
く
か
も
し
れ
な
い
。
枚
方
市
駅
前

の
シ
ン
ボ
ル
が
ビ
オ
ル
ネ
で
あ
る
よ
う
に
、

ド
ロ
ー
ン
を
次
世
代
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
よ
う
と

壮
大
な
御
旗
を
掲
げ
る
。
ゴ
ー
ル
フ
ラ
ッ
グ

ま
で
の
道
の
り
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

Nijiriguchi
https://bluesky.vie-orner.com/　　〒573-0031 枚方市岡本町７-１　　Phone：072-843-8880

ドローン練習場として場所を供与いただける企業を募集しています！
興味がおありの方は、上の連絡先までお気軽にご一報ください！

フラグシップス株式会社 JUAVACドローンエキスパートアカデミー大阪枚方校

ド
ロ
ー
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

先
進
都
市
の
御
旗
を
掲
げ
、

こ
の
街
をSociety5.0

へ
導
く

北村主任教官当所の高田次長 佐阪専務取締役野口教官 岡部代表取締役

津田練習場（ドローンで撮影）津田練習場（ドローンで撮影）
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◇
堤
丁（
町
）に
「
川
筋
高
札
」

貞
享
４
年（
1
6
8
7
）９
月
、
枚
方
宿
西

見
附
近
く
、
堤
丁（
町
）の
京
街
道
往
還
筋
に

新
し
い
高
札
が
立
っ
た
。「
川
筋（
か
わ
す

じ
）高
札
」
と
か
、「
苅
捨
高
札（
か
り
す
て

こ
う
さ
つ
）」
と
呼
ば
れ
、
高
札
場
は
高
さ

７
尺
、
横
５
尺
の
立
派
な
瓦
屋
根
付
き
で
、

大
坂
町
奉
行
か
ら
の
淀
川
治
水
の
た
め
の
お

触
れ
で
あ
っ
た
。
五
代
将
軍
綱
吉
の
貞
享
期

（
1
6
8
4
～
8
8
）、
江
戸
初
期
の
山
林
開

発
で
荒
れ
果
て
た
河
川
の
大
規
模
な
整
備
が

行
わ
れ
た
。
畿
内
で
も
河
村
瑞
賢
ら
に
よ
っ

て
同
元
年（
1
6
8
4
）か
ら
４
年
に
か
け
て

川
筋
普
請
が
行
わ
れ
、
堤
外
地
政
策
が
実
施

さ
れ
た
。
綱
吉
は
同
元
年
、
最
初
の
生
類
憐

み
令
を
発
布
し
た
が
、
あ
わ
せ
て
「
仁
」
に

よ
る
政
治
の
一
環
と
し
て
、
畿
内
河
川
の
治

水
を
図
り
、
古
代
中
国
の
治
水
王
た
ら
ん
こ

と
を
目
指
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

◇
堤
外
地
の
開
発
を
規
制
、
破
堤
を
予
防

　
綱
吉
の
治
世
下
、
貞
享
４
年（
1
6
8
7
）、

大
坂
町
奉
行（
藤
堂
伊
予
守
、
小
田
切
喜
兵

衛
）は
管
下
の
４
河
川（
淀
川
、
大
和
川
、
中

津
川
、
木
津
川
）に
つ
き
、
５
カ
条
６
項
目

か
ら
な
る
治
水
の
た
め
の
「
川
筋
仕
置
」
を

定
め
た
。
村
々
に
通
知
、
河
川
の
要
所
12
カ

所
に
高
札
を
立
て
た
。
そ
の
一
つ
が
淀
川
左

岸
、
枚
方
宿
三
矢
村
飛
び
地
、
堤
丁
の
京
街

道
筋
、
川
沿
い
に
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
あ
た

り
の
京
街
道
は
、
淀
川
の
堤
防
と
重
な
っ
て

お
り
、
地
形
的
に
は
淀
川
が
枚
方
丘
陵
突
端

に
ぶ
つ
か
り
西
方
向
に
流
れ
を
変
え
る
破
堤

危
険
個
所
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

河
川
の
「
堤
外
地
」
と
は
村
か
ら
見
て
、

堤
と
対
岸
の
堤
の
間
、
水
の
流
れ
て
い
る
所

以
外
の
部
分
を
い
う
。
荒
地
や
、
雑
草
が
生

え
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
状
況
が
あ
る
が
、

こ
の
高
札
は
、
堤
外
地
に
お
い
て
、
①
梅
雨
、

台
風
の
増
水
時
に
支
障
と
な
る
葭
な
ど
を
定

期
的（
４
、５
、７
、９
月
）に
刈
る
こ
と
。
②

水
除（
み
ず
よ
け
）の
ほ
か
堤
に
は
竹
木
や
家

を
作
ら
な
い
こ
と
。
③
流
れ
を
阻
害
す
る
作

物
の
「
流
れ
作
り
」
を
禁
止
。
④
水
制
工
事

（
水
流
を
規
制
す
る
）は
本
堤
に
限
る
、
外
島

（
河
川
敷
）で
は
無
用
。
⑤
外
島
に
葭
の
根
を

植
え
な
い
、
挿
し
木
を
し
な
い
。
⑥
外
島
に

小
堤
を
築
く
こ
と
を
禁
止　
の
５
条
６
項
目

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
増
水
時
、
水
流
を
阻
害

す
る
工
作
物
や
行
為
を
禁
止
す
る
「
お
触

れ
」
で
あ
っ
た
。「
川
筋
高
札
」
と
か
、
第

１
条
の
葭
刈
り
の
規
定
か
ら
通
称
「
苅
捨
高

札
」
と
呼
ば
れ
た
。

「
川
筋
高
札
」
の
写
し
が
「
枚
方
市
史
第

７
巻
、
資
料
編
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

４
条
し
か
な
く
、
ま
た
年
号
も
奉
行
名
も
間

違
っ
て
い
る
。
近
世
の
触
書
の
古
文
書
で
は
、

写
し
間
違
い
が
多
い
と
の
こ
と
だ
。

◇
幕
府
の
２
面
策
で
高
札
は
有
名
無
実
化

こ
の
「
川
筋
高
札
」、
治
水
の
役
割
を

果
し
た
の
か
？
幕
政
の
安
定
と
と
も
に
経

費
が
増
加
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
収
入
増
の
た

め
、
淀
川
沿
岸
の
堤
外
地
で
の
新
田
開
発
が

繰
り
返
さ
れ
る
。
枚
方
近
辺
で
は
延
宝
３
年

（
1
6
7
5
）、
出
口
村
、
三
矢
村
が
淀
川
の

堤
外
地
に
廻
し
堤
を
つ
く
る
。
天
和
３
年

（
1
6
8
3
）に
も
両
村
が
小
堤
を
築
こ
う
と

す
る
。
い
ず
れ
も
河
川
敷
を
堤
で
区
切
っ
て
、

開
墾
し
新
田
開
発
を
行
う
た
め
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
同
年
、
対
岸
摂
津
側
の
唐
崎
村

な
ど
14
カ
村
は
川
の
流
れ
を
阻
害
す
る
と
し

て
堤
の
撤
去
を
求
め
訴
え
出
て
い
る
。
し
か

し
大
坂
町
奉
行
は
撤
去
を
命
じ
な
か
っ
た
。

幕
府
は
治
水
の
た
め
、
堤
外
地
で
の
規
制
を

強
化
し
た
と
い
う
の
に
、
一
方
で
、
平
野
部

の
河
川
で
は
、
可
能
な
限
り
新
田
開
発
を
認

め
る
と
い
う
相
反
す
る
政
策
を
合
わ
せ
行
っ

た
の
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
流
域
各
地
で

行
わ
れ
、
治
水
の
「
川
筋
高
札
」
は
立
て
ら

れ
た
そ
の
と
き
か
ら
有
名
無
実
化
し
て
い
た

の
だ
。

農
民
パ
ワ
ー
が
す
ご
い

伊
勢
貞
勅
頑
張
る

正
徳
４
年（
1
7
1
4
)六
代
将
軍 

家
継
の

時
代
と
な
っ
て
い
た
。
幼
く
、
新
井
白
石
ら

が
補
佐
し
た
。
勘
定
奉
行
に
就
任
し
た
旗
本
、

伊
勢
伊
勢
守
貞
勅（
さ
だ
の
り
）は
治
水
に
特

に
高
い
見
識
を
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

開
発
ト
レ
ン
ド
の
中
、
正
徳
５
年

（
1
7
1
5
）、
出
口
村
、
伊
加
賀
村
の
庄
屋

か
ら
、
淀
川
の
堤
外
地
に
「
廻
し
堤
」
を
作

り
新
田
開
発
を
行
う
新
た
な
願
い
が
支
配
代

官
、
高
谷（
こ
う
や
）太
兵
衛
を
経
由
し
て
勘

定
奉
行
に
提
出
さ
れ
る
。
勘
定
奉
行（
複
数

定
員
）の
一
員
で
あ
っ
た
貞
勅
は
時
代
の
趨

勢
で
許
可
に
同
意
し
た
の
だ
ろ
う
。
す
ぐ
に

開
発
工
事
が
は
じ
ま
る
。
し
か
し
、
貞
勅
は

淀
川
治
水
に
影
響
す
る
こ
の
新
田
開
発
に
深

い
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
た
。

こ
の
新
田
開
発
は
、「
京
街
道
」
と
し
て

出
口
村
か
ら
松
ゲ
鼻
ま
で
、
現
役
で
使
わ
れ

て
い
る
「
古
来
よ
り
の
往
還
古
堤
を
取
払
い
、

新
堤
を
築
き
、
往
還
致
さ
せ
候
―
―
―
」（
申

渡
之
覚
）と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。
要
す
る

に
、
過
去
の
開
発
で
、
新
田
と
し
た
堤
外
地

の
淀
川
外
堤（
す
で
に
新
往
還
と
な
っ
て
い

た
）と
、
出
口
寄
り
、
古
来
の
往
還
筋（
往
還

古
堤
）を
結
ん
で
い
た
「
横
堤
」
を
取
り
払

い
、
そ
の
土
を
出
口
村
北
西
の
淀
川
べ
り
に

運
び
、
新
し
い
外
堤
と
す
る
。
外
堤
が
繋
が

る
と
、
新
し
い
京
街
道
筋
と
し
て
供
用（
新

往
還
と
す
る
＝
新
「
京
街
道
」）し
、
不
要
と

な
っ
た
往
還
古
堤
の
土
を
湿
地
の
埋
め
立
て

に
使
い
、
新
田
化
す
る
、
と
い
う
見
事
な
案

で
あ
っ
た
。
こ
の
開
発
が
計
画
通
り
成
功
す

れ
ば
、
百
五
十
俵
の
下
級
旗
本
、
高
谷
代
官

の
功
績
と
し
て
表
彰
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

◇
高
谷
代
官
、
失
脚
、
逼
塞

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
高
谷
代
官
に
椿
事
が
生

じ
る
。

勘
定
奉
行 

貞
勅
は
就
任
か
ら
３
年
後
、

享
保
２
年（
1
7
1
7
）４
月
か
ら
６
月
に
か

け
て
、
将
軍
の
命
を
受
け
、
治
水
の
立
場
で

上
方（
か
み
が
た
）川
筋
の
見
分
を
行
う
。
見

分
と
は
、
各
地
の
河
川
を
巡
回
し
、
各
村
々

の
水
難
の
訴
願
や
陳
情
を
聴
取
し
、
情
報
収

集
、
処
理
、
普
請
の
指
示
等
、
諸
問
題
の
解

決
を
図
る
と
い
う
結
構
、
重
要
で
責
任
あ
る

仕
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
貞
勅
は
大
坂
で

長
期
滞
在
し
、
淀
川
筋
の
堤
外
地
利
用
の
実

態
も
見
分
す
る
。
正
徳
５
年
に
提
出
さ
れ
た

出
口
、
伊
加
賀
村
の
新
堤
築
造
に
関
す
る
下

流
の
村
の
広
域
的
な
撤
去
訴
え
も
取
り
上
げ
、

徹
底
的
に
計
画
時
か
ら
着
工
後
の
状
況
を
調

べ
上
げ
る
。

そ
の
結
果
、
貞
勅
は
高
谷
代
官
が
「
こ
の

開
発
に
は
京
街
道
の
一
部
付
け
替
え
を
伴

う
」
と
い
う
重
要
事
項
を
、
勘
定
奉
行
に
報

告
し
て
い
な
か
っ
た
事
実
を
発
見
す
る
。
そ

の
事
実
を
知
っ
て
い
た
な
ら
「
治
水
大
事
」

の
貞
勅
と
し
て
、
違
う
判
断
を
し
た
可
能
性

が
あ
り
、「
指
図
違
い
」
を
招
い
た
高
谷
代

官
の
不
手
際
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ

の
際
、
在
京
中
の
貞
勅
か
ら
、
高
谷
代
官
へ

再
々
、
五
街
道
を
所
管
す
る
道
中
奉
行
へ

「
街
道
筋
の
付
け
替
え
を
届
け
出
よ
」
と
命

じ
た
の
に
、
知
っ
て
か
、
知
ら
ず
か
、
高
谷

代
官
は
こ
れ
を
放
置
し
、
見
分
を
終
え
た
貞

勅
が
帰
府
し
た
あ
と
に
や
っ
と
書
付
を
差
し

出
す
と
い
う
始
末
で
あ
っ
た
。
重
要
事
項
を

報
告
し
な
か
っ
た
不
手
際
に
加
え
て
、
上
司

で
あ
る
勘
定
奉
行
の
指
示
を
な
い
が
し
ろ
に

し
た
「
不
届
之
仕
形
二
候
」
と
、
高
谷
代
官

は
召
し
放
ち
の
上
、
逼
塞
を
仰
せ
つ
け
ら
れ

た
。
享
保
４
年（
1
7
1
9
）２
月
の
こ
と
で
、

こ
の
椿
事
で
、
ほ
ぼ
仕
上
げ
ま
で
進
捗
し
て

い
た
出
口
村
、
伊
加
賀
村
提
案
の
新
田
開
発

工
事
が
中
止
と
な
る
。

◇
治
水
官
僚
の
面
目
躍
如

旗
本 

伊
勢
貞
勅
が
ど
の
よ
う
な
出
自
を

持
つ
か
、
浅
学
の
ゆ
え
知
る
す
べ
を
持
た
な

い
が
、
な
か
な
か
の
硬
骨
漢
で
あ
っ
た
と
想

像
す
る
。
治
水
官
僚
の
誇
り
に
か
け
て
、
水

害
を
も
た
ら
す
恐
れ
の
あ
る
開
発
行
為
の
手

続
き
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
高
谷
代
官
を
許
せ

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
も
貞
勅
は
上
方
実
地
見
分
を
終
え
、

帰
府
後
も
、
幕
閣
に
淀
川
筋
堤
外
地
の
荒
廃

の
実
態
を
報
告
し
治
水
の
た
め
の
堤
外
地
対

策
を
上
申
す
る
ほ
ど
、
熱
心
で
あ
っ
た
。
享

保
３
年（
1
7
1
8
）４
月
、
貞
勅
の
働
き
か

け
も
あ
り
幕
府
は
あ
ら
た
め
て
大
坂
町
奉

行
に
対
し
て
「
廻
し
堤
」
禁
止
な
ど
「
川

筋
仕
置
」
の
徹
底
を
命
じ
て
い
る
。
治
水
を

重
ん
じ
た
貞
勅
の
報
告
は
活
か
さ
れ
た
の

だ
。
貞
勅
こ
そ
時
代
の
ト
レ
ン
ド
に
流
さ
れ

な
い
、
使
命
感
を
も
っ
た
官
僚
だ
っ
た
の
だ
。

仁
政
を
目
指
し
た
綱
吉
が
生
き
な
が
ら
え
て

お
れ
ば
、
お
褒
め
に
預
り
、
対
岸
の
村
々
か

ら
「
治
水
の
河
伯
」
と
崇
め
ら
れ
た
か
も
わ

か
ら
な
い
。
し
か
し
、
将
軍
は
吉
宗
と
な
り
、

開
発
ト
レ
ン
ド
に
乗
れ
な
か
っ
た
の
か
、
享

保
６
年（
1
7
2
1
）貞
勅
は
勘
定
奉
行
を
退

任
す
る
。（
参
考
、
市
史
年
報
第
11
号
「
17
世

紀
摂
津
・
河
内
に
お
け
る
治
水
政
策
と
堤
外

地
土
地
利
用
規
制
」、
村
田
路
人
著
、
同
13

号
「
享
保
初
年
に
お
け
る
幕
府
派
遣
役
人
の

上
方
川
筋
見
分
・
普
請
と
堤
外
地
対
策
」
村

田
路
人
著
、
同
「
享
保
期
の
新
田
開
発
と
出

口
寺
内
町
」
馬
部
隆
弘
著
）

◇
新
田
開
発
が
再
開
、
街
道
付
け
替
え

八
代
将
軍 

吉
宗
は
、
財
政
ひ
っ
迫
の
状
況

に
背
に
腹
は
代
え
ら
れ
ず
、
財
政
改
革
を
優

先
す
る
。「
享
保
の
改
革
」
の
断
行
で
あ
る
。

享
保
７
年（
1
7
2
2
）に
は
年
貢
増
収
策

と
し
て
堤
外
地
の
開
発
、
新
田
開
発
を
推
奨

す
る
。「
規
制
よ
り
も
、
可
能
な
限
り
新
田
開

発
を
」
が
大
き
な
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
た
の
だ
。

仕
上
げ
に
近
い
段
階
で
中
断
さ
れ
た
出
口

の
「
古
往
還
」
活
用
に
よ
る
新
田
開
発
が
早

速
、
再
開
と
な
る
。
さ
ほ
ど
下
ら
な
い
時
期

に
「
京
街
道
の
一
部
」
が
、
淀
川
べ
り
の
新

堤
へ
移
転
さ
れ
る
。
18
世
紀
の
早
い
時
期
に

は
川
べ
り
が
新
し
い
京
街
道
筋
と
な
る
。
松

並
木
も
植
え
ら
れ
、
風
光
明
媚
、
淀
川
に

沿
っ
た
美
し
い
京
街
道
が
ま
っ
す
ぐ
枚
方
宿

へ
向
か
い
、
大
名
行
列
通
行
の
便
も
向
上
す

る
。（
写
真
、
ま
っ
す
ぐ
伸
び
た
出
口
付
近
の

旧
京
街
道
跡
＝
淀
川
堤
防
上
）

光
善
寺
裏
と
淀
川
の
間
に
は
広
大
な
緑
の

新
田
が
広
が
り
、
一
方
、
松
ケ
鼻
入
口
に

あ
っ
た
「
一
里
塚
」
は
、
往
還
筋
が
川
側
へ

90
度
曲
が
り
、
一
里
塚
の
松
が
街
道
南
側
に

二
つ
並
ぶ
と
い
う
異
変
が
生
じ
る
。
今
日
、

一
里
塚
跡
の
痕
跡
も
な
い
。
広
大
な
新
田
は
、

殆
ど
住
宅
地
化
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
も
建
ち
、

堤
防
か
ら
は
、
光
善
寺
の
屋
根
と
さ
い
か
ち

の
木
が
わ
ず
か
に
見
え
る
の
み
で
あ
る
。

出
口
村
、
伊
加
賀
村
の
提
案
が
「
京
街
道

の
一
部
」
を
付
け
替
え
、
さ
ら
に
一
里
塚
を

変
形
さ
せ
、
豊
か
な
新
田
開
発
を
実
現
さ
せ
、

村
の
富
を
増
や
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。
お
ま

け
と
し
て
、
治
水
官
僚 

伊
勢
貞
勅
の
面
目

躍
如
が
あ
り
、
さ
ら
に
本
人
の
不
手
際
が

あ
っ
た
と
は
い
え
高
谷
代
官
を
失
脚
さ
せ
た
。

文
治
将
軍
、
綱
吉
に
始
ま
り
、
改
革
将
軍
、

吉
宗
ま
で
、
多
く
の
登
場
人
物
、
功
臣
、
悪

臣
、
手
に
汗
握
る
展
開
、
京
街
道
筋
を
付
け

替
え
さ
せ
た
恐
る
べ
き
枚
方
の
農
民
パ
ワ
ー

の
一
席
。
お
楽
し
み
い
た
だ
け
た
だ
ろ
う
か
。

皮
肉
に
も
治
水
の
「
川
筋
高
札
」
は
、
そ
の

後
も
、
堤
丁
の
往
還
筋
に
静
か
に
立
ち
続
け
、

旅
人
は
見
向
く
こ
と
も
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

まっすぐ伸びた京街道筋（堤防）

淀
川
堤
防
に「
川
筋
高
札
」

治
水
王
め
ざ
す
将
軍
綱
吉

宿
場
町
枚
方
を
考
え
る
会
元
会
長 

堀
家
啓
男

京
街
道
編

North Notes of Historia

天
野
川

かささぎ橋

京阪本
線

枚方市

枚方公園

枚方宿西見附

東見附

市立枚方宿鍵屋資料館

浄念寺
問屋場

本陣跡

専光寺

常夜燈

御茶屋御殿

浄行寺
岡新町村

宗左の辻

土橋（枚方橋）

一乗寺

むくの木

意賀美神社

淀川資料館

臺鏡寺
願生寺

旧枚方寺内町

大隆寺

淀川河川公園
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令
和
４
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
全
国
会

長
研
修
会
」
の
準
備
を
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
た
Z
K
K（
全
国
会
長
研
修
会
の
頭
文
字

の
略
）準
備
委
員
会
。
今
月
は
そ
の
Z
K
K

準
備
委
員
会
の
ラ
イ
ン
、
特
別
室
室
長 

荒

武
宗
行
く
ん
と
Z
K
K
準
備
委
員
会
委
員
長 

西
川 

毅
く
ん
か
ら
、「
10
月
度
例
会
」
と

「
全
国
会
長
研
修
会 

つ
ち
う
ら
会
議 

現
状

視
察
」
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。

広
報
：
令
和
４
年
11
月
に
枚
方
・
寝
屋
川
・

交
野
の
地
で
開
催
さ
れ
る
、「
令
和
４
年
度 

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部 

第
40
回
全
国
会

長
研
修
会 

笑
売
繁
盛 

北
大
阪
会
議
」
を
北

大
阪
商
工
会
議
所
青
年
部
が
主
管
し
ま
す
。

そ
の
意
識
向
上
の
た
め
に
開
催
さ
れ
た
10
月

度
例
会
で
の
収
穫
な
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

西
川
く
ん
：
10
月
度
例
会
で
は
木
﨑
歴
代
会

長
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｚ
Ｋ
Ｋ
実
行
委
員
会

の
紹
介
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

収
穫
と
し
ま
し
て
は
、
木
﨑
歴
代
会
長
の
お

話
を
拝
聴
で
き
た
こ
と
で
、
全
国
会
長
研
修

会
誘
致
の
経
緯
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
当
時

の
誘
致
へ
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
Ｙ

Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
空
気
感
も
感
じ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
出
来
た
ば
か
り
の

総
合
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
と
い
う
大
き
い
会

場
で
の
例
会
は
、
個
人
的
に
初
め
て
の
経
験

だ
っ
た
の
で
不
安
で
し
た
が
、
例
会
の
シ
ナ

リ
オ
を
委
員
会
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で
考
え
、

委
員
会
以
外
の
メ
ン
バ
ー
に
も
協
力
い
た
だ

け
た
こ
と
で
無
事
に
実
施
出
来
、
副
委
員

長
・
委
員
会
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
皆
様
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
１
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
絆
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動

の
醍
醐
味
で
す
ね
。
リ
ア
ル
開
催
の
例
会
が

久
し
ぶ
り
す
ぎ
て
、
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
が
次

第
を
刷
る
の
を
忘
れ
て
い
た
の
は
ご
愛
嬌
で

す
。（
笑
）

 

荒
武
く
ん
：
令
和
３
年
度
で
は
定
時
総
会
以

来
の
大
き
な
会
場
で
の
例
会
で
し
た
。
そ
し

て
令
和
４
年
の
全
国
会
長
研
修
会
の
本
番
に

使
用
す
る
予
定
の
総
合
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

を
初
め
て
会
場
と
し
て
使
用
出
来
た
こ
と
は

会
に
と
っ
て
大
き
な
経
験
で
す
。
予
約
を
押

さ
え
る
こ
と
か
ら
打
ち
合
わ
せ
ま
で
、
普
段

の
例
会
と
違
う
準
備
を
し
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
西
川
委
員
長
は
何

度
も
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
れ
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
み
の
苦
労
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
オ
ー
プ
ン
か
ら
間
も
な

く
、
会
館
の
受
け
入
れ
体
制
が
整
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
先
方
の
都
合
で
舞
台
装
置
の

打
ち
合
わ
せ
を
間
際
ま
で
実
施
出
来
な
か
っ

た
の
に
、
打
ち
合
わ
せ
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
伝
え
た
ら
「
間
際
に
言
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
や
り
と
り
が
あ
っ

た
の
も
終
わ
っ
て
し
ま
え
ば
笑
い
話
で
す
。

（
笑
）

広
報
：
令
和
３
年
11
月
に
「
第
39
回
全
国
会

長
研
修
会 

つ
ち
う
ら
会
議
」
の
現
状
視
察

が
あ
り
ま
し
た
。
47
人
と
い
う
た
く
さ
ん
の

北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
参
加
が
あ
り
、

視
察
は
大
成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ア

テ
ン
ド
さ
れ
た
Z
K
K
準
備
委
員
会
で
得
ら

れ
た
も
の
や
苦
労
話
な
ど
あ
れ
ば
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

西
川
く
ん
：
つ
ち
う
ら
会
議
の
現
状
視
察
も

ま
た
一
人
で
は
出
来
な
い
事
業
で
、
副
委
員

長
・
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

多
く
の
参
加
者
が
い
る
の
で
、
交
通
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
こ
と
も
起
こ
り
大

変
で
し
た
が
、
一
人
で
は
な
か
っ
た
の
で
や

り
き
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
仕
事
柄
、
建

築
の
こ
と
で
し
た
ら
何
で
も
わ
か
り
ま
す
が
、

チ
ケ
ッ
ト
・
ホ
テ
ル
の
手
配
な
ど
は
わ
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
業
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

土
浦
Y
E
G
の
担
当
メ
ン
バ
ー
と
も
や
り
と

り
を
し
て
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
土
浦

Y
E
G
の
皆
様
に
は
10
月
度
例
会
に
も
お
越

し
い
た
だ
き
キ
ャ
ラ
バ
ン
も
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
例
会
後
に
リ
ア
ル
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
親
交
を

深
め
、
宿
泊
先
や
懇
親
会
の
場
所
の
精
査
な

ど
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
１
ヶ
月
程
度
頻

繁
に
や
り
と
り
を
交
わ
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
土
浦
に
視
察
で
訪
問
し
た
時
に
は
互
い
に

良
い
関
係
が
築
け
て
い
て
、
視
察
後
に
は
お

酒
を
酌
み
交
わ
し
て
さ
ら
に
絆
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

荒
武
く
ん
：
全
国
会
長
研
修
会
に
つ
い
て
令

和
２
年
度
か
ら
単
会
に
周
知
し
て
い
き
、
令

和
３
年
11
月
の
つ
ち
う
ら
会
議
で
い
よ
い
よ

ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
現
地
に

47
人
と
い
う
人
数
が
集
ま
れ
た
こ
と
は
代
え

が
た
い
成
果
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
北
大
阪

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
が
当
事
者
意

識
を
持
ち
動
い
て
く
れ
た
こ
と
は
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。
参
加
者
は
理
事
・
実
行
委
員

会
メ
ン
バ
ー
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、「
言

わ
れ
た
か
ら
行
こ
う
」
で
は
な
く
て
、
当
事

者
と
し
て
他
の
メ
ン
バ
ー
に
も
「
行
こ
う
よ

行
こ
う
よ
」
と
、
積
極
的
に
声
を
掛
け
合
う

メ
ン
バ
ー
が
い
て
く
れ
て
参
加
者
が
増
え
て

い
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
の
P
R
に
来
ら
れ

て
い
た
高
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
比
べ
て
も

圧
倒
的
に
人
数
が
多
か
っ
た
で
す
。
令
和
２

年
の
10
月
か
ら
北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
に

伝
播
し
だ
し
、
令
和
３
年
度
の
全
国
会
長
研

修
会
へ
の
視
察
と
い
う
時
間
を
経
て
、「
令

和
４
年
度
に
は
私
達
が
開
催
す
る
の
だ
」
と

い
う
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
し
、
形
に
な

り
だ
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
の
11
月
に
向

け
て
、
残
り
の
3
0
0
人
以
上
の
メ
ン
バ
ー

に
こ
の
意
識
の
高
ま
り
が
伝
わ
っ
て
い
け
ば
、

こ
の
令
和
３
年
度
Ｚ
Ｋ
Ｋ
準
備
委
員
会
が
大

成
功
に
な
る
と
思
い
ま
す
。「
旋
風
を
巻
き

起
こ
す
」
と
、
西
川
委
員
長
が
事
業
計
画
に

書
い
た
よ
う
に
、
そ
よ
風
が
旋
風
に
な
る
こ

と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

広
報
：「
令
和
４
年
度 

日
本
商
工
会
議
所
青

年
部 

第
40
回
全
国
会
長
研
修
会 

笑
売
繁
盛 

北
大
阪
会
議
」
は
全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
枚
方
・

寝
屋
川
・
交
野
を
発
信
出
来
る
貴
重
な
機
会

で
あ
る
と
と
も
に
、
1
5
0
0
人
を
超
え
る

全
国
の
仲
間
の
来
訪
は
、
こ
の
地
域
へ
の
経

済
効
果
を
生
み
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
一
大
事

業
に
北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
当
事
者
と

し
て
参
画
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
、
未
来
に

向
け
た
様
々
な
出
会
い
と
学
び
も
あ
り
ま
す
。

北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ぜ
ひ
当
事
者
と
し
て
ご
自
身
の
全
国
会

長
研
修
会
へ
の
関
わ
り
方
を
愉
し
く
デ
ザ
イ

ン
し
て
く
だ
さ
い
！

せいしょう

青年部ニュース
発　行

北大阪商工会議所
青年部　広報委員会

そ
よ
風
を
旋
風
に
！

～
Z
K
K
準
備
委
員
会
が
拡
げ
る
“
当
事
者
意
識
”
～

第257号

Young Entrepreneurs
 Group Informaition

令和３年度特別室
室長　荒武宗行くん

令和３年度ZKK準備委員会
委員長　西川　毅くん

北大阪商工会議所 青年部北大阪商工会議所 青年部

〒573-1159　枚方市車塚１丁目１番１号　輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5163　FAX：072-841-0173　北大阪商工会議所青年部事務局　http://kitaosaka-yeg.jp/

ご興味のある方は
こちらへ　　

令和３年度スローガン

令和３年度会長　加 藤 秀 継

当事者たれ！
〜⾃らのYEGを⾃ら愉しくデザインしよう〜

商工会議所青年部【YEG】は
次代の地域経済を担う
若手経営者の集まりです。

会員募集



税理士  深 堀 雅 展税理士・公認会計士が語る！

2022年度税制改正大綱（中小企業）

ちょっと一息つきませんか？
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Column Column

T
he 

N
O
RT
H
の
読
者
の
皆
様
、
こ

ん
に
ち
は
。
公
認
会
計
士
・
税
理

士
の
深
堀
雅
展
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
が
新
た

に
発
生
す
る
等
、
再
び
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て

き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
何
度
も
変
異

株
が
発
生
す
る
と
、
い
つ
従
来
の
状
態
に
収

束
す
る
か
不
安
に
な
り
ま
す
。
活
動
の
範
囲

も
狭
く
な
り
、
ま
た
、
経
済
的
影
響
や
家
計

の
影
響
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
一
刻
も
早
く

収
束
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
昨
年
12
月
に
自
由
民
主
党
・

公
明
党
両
党
よ
り
公
表
さ
れ
た
2
0
2
2
年

度
税
制
改
正
大
綱
の
う
ち
、
中
小
企
業
に
関

係
す
る
改
正
点
に
つ
い
て
解
説
い
た
し
ま
す
。

１　
賃
上
げ
促
進
税
制

　
今
回
の
税
制
改
正
で
注
目
を
集
め
た
内
容

の
１
つ
が
、
賃
上
げ
促
進
税
制
で
す
。
賃
上

げ
や
人
材
投
資
を
促
す
観
点
か
ら
、
控
除
率

を
最
大
40
％
に
引
き
上
げ
、
適
用
期
限
が
１

年
延
長（
令
和
６
年
３
月
31
日
）さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
中
小
企
業
向
け
の
賃
上
げ
税
制

は
、
1
・
5
％
以
上
の
賃
上
げ
で
給
与
増
加

分
の
15
％
を
減
税
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
2
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
よ
る
と
、

こ
の
賃
上
げ
税
制
を
改
正
し
、
人
員
を
増
や

し
た
分
も
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
全
従
業
員
の
給
与
支
給
額
を
前
年

度
よ
り
1
・
5
％
以
上
増
や
せ
ば
、
法
人
税

の
15
％
、
2
・
5
％
以
上
な
ら
30
％
を
法
人

税
か
ら
控
除
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
こ
れ
に
上
乗
せ
で
、
従
業
員
向
け

の
教
育
訓
練
費
を
前
年
度
よ
り
10
％
以
上
増

や
せ
ば
、
控
除
率
が
最
大
で
40
％
に
な
り
ま

す（
図
表
参
照
）。

２　
交
際
費
特
例

　
交
際
費
等
の
額
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
全

額
が
損
金
不
算
入
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
損

金
不
算
入
額
の
計
算
に
当
た
っ
て
は
、
資
本

金
の
額
又
は
出
資
金
の
額
に
応
じ
て
特
例
措

置
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
特
例
は

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
開
始
す
る
各
事
業
年
度
に
お

い
て
支
出
す
る
交
際
費
等
の
額
に
つ
い
て
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

期
末
の
資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
額
が

１
億
円
以
下
の
法
人
の
損
金
算
入
額
は
、
下

記
①
又
は
②
の
い
ず
れ
か
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

①   

交
際
費
等
の
う
ち
、
飲
食
そ
の
他
こ
れ

に
類
す
る
行
為
の
た
め
に
要
す
る
費
用

（
専
ら
そ
の
法
人
の
役
員
若
し
く
は
従
業

員
又
は
こ
れ
ら
の
親
族
に
対
す
る
接
待

等
の
た
め
に
支
出
す
る
も
の（「
接
待
飲

食
費
」）を
除
く
）の
50
％
に
相
当
す
る
金

額
を
超
え
る
部
分
の
金
額
。

②   

8
0
0
万
円
に
そ
の
事
業
年
度
の
月
数

を
乗
じ
、
こ
れ
を
12
で
除
し
て
計
算
し

た
金
額（「
定
額
控
除
限
度
額
」）に
達
す

る
ま
で
の
金
額
を
超
え
る
部
分
の
金
額
。

　
こ
ち
ら
の
交
際
費
特
例
は
2
0
2
1
年
度

末
が
期
限
で
し
た
。
し
か
し
、
2
0
2
2
年
度

の
税
制
改
正
で
は
、
こ
の
特
例
を
見
直
さ
ず
、

２
年
延
長
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

３　
法
人
版
事
業
承
継
税
制

　
後
継
者
が
取
得
し
た
一
定
の
資
産
に
つ
い

て
、
贈
与
税
や
相
続
税
の
納
税
を
猶
予
す
る

「
法
人
版
事
業
承
継
税
制
」
の
申
請
期
限
を

１
年
延
長
し
、
2
0
2
4
年
３
月
末
ま
で
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
事
業
承
継
税
制
」
は
2
0
1
8
年
１
月
か

ら
10
年
間
の
特
例
措
置
と
し
て
、
2
0
2
3

年
３
月
末
ま
で
に
計
画
を
都
道
府
県
に
提

出
し
た
場
合
に
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
申
請
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

申
請
期
限
は
１
年
延
長
さ
れ
ま
し
た
が
、

2
0
2
7
年
12
月
末
の
期
限
は
延
長
し
な
い

た
め
、
申
請
を
検
討
し
て
い
る
場
合
は
、
早

め
の
準
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

４　
不
動
産
取
得
税
の
特
例
措
置

　
中
小
企
業
者
な
ど
が
、
中
小
企
業
等
経
営

強
化
法
の
認
定
を
受
け
た
経
営
力
向
上
計
画

に
も
と
づ
い
て
合
併
、
会
社
分
割
ま
た
は
事

業
譲
渡
に
よ
り
、
他
の
中
小
企
業
か
ら
不
動

産
な
ど
を
取
得
す
る
と
き
、
不
動
産
取
得
税

の
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
特
例
措
置
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
特
例
措
置
は
、
2
0
2
2
年

３
月
31
日
ま
で
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
が
２
年
延
長
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
地
域
住
民
に
よ
る
主
体
的
な
健

康
の
維
持
・
増
進
を
積
極
的
に
支
援
す
る

「
健
康
サ
ポ
ー
ト
薬
局
」
に
つ
い
て
、
中
小
の

事
業
者
が
不
動
産
を
取
得
す
る
場
合
、
不
動

産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
措
置
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

図　表

※この内容は、令和４年１月２日、６日に「エフエムひらかた77.9」にて放送されたものです。

今回は、環境分野で初めてノーベル平和賞を受賞
した元ケニア副環境相、ワンガリ・マータイさん

（故）について、そして彼女が福島の子供達に残し
た環境活動への高い意欲についてお話ししましょ
う。ワンガリ・マータイさんはケニア出身の女性環
境保護活動家です。「MOTTAINAIキャンペーン」
の提唱者であるとともに、農村の女性に植樹を通じ
た社会参加を呼びかけた「グリーン・ベルト・ムー
ブメント」の創始者でもあります。またその他にも、
政治家やナイロビ大学初の女性教授など、様々な顔
を持っています。華やかな経歴の持ち主のように見
えますが、ワンガリ・マータイさんはケニア中央部
に位置するニエリという町の貧しい農家で育ち、兄
弟も多く、そのため他の多くのアフリカ人女性と同
様に、決して十分な教育を受けられる環境下にはい
ませんでした。しかし、マータイさんの兄が両親を
説得したことをきっかけに彼女は学校に通うことが
でき、1960年にはその優秀さが認められ、政府が
支援する留学生に選ばれます。アメリカ・ピッツ
バーグ大学に留学しそこで修士号を取得したマータ
イさんは、後にドイツ留学も経験し、1971年には
ケニアの最高学府であるナイロビ大学で生物分析学
の博士号を取得します。学を積んだマータイさんは
祖国ケニアで深刻化する環境破壊や貧困問題をな
んとかしたいという思いから、1977年に「グリー
ン・ベルト・ムーブメント」を設立、ケニアで貧困
に苦しむ女性達と共に植林活動をスタートさせます。
しかし、当時独裁政権下にあったケニアでは、女性
が表立って環境保全活動を行うこと自体あまり良し
とされず、マータイさんは幾度も逮捕や投獄などと
いった形で政府からの弾圧を受けました。それでも
決して屈することなく環境破壊への危惧を主張し続
けたマータイさんの姿には多くの人が感銘を受け、
結果としてグリーン・ベルト・ムーブメントにはこ

れまでに延べ10万人以上が参加し、5100万本以上
の苗木が植えられています。2002年には国会議員
に初当選し、翌年2003年には環境・天然資源・野
生動物省の副大臣に任命されます。そして2004年、
長年に渡る環境、人権、貧困を撲滅するための活動
が評価され、環境分野において史上初のノーベル平
和賞を受賞しました。ノーベル賞受賞は、アフリカ
の女性としても史上初で、世界でも大きく話題とな
りました。2011年惜しまれる中亡くなったマータ
イさんですが、日本に大変深いゆかりがあります。
と、いうのもマータイさんが生涯大切にし、活動の
主軸にしていた言葉は日本語の「もったいない」と
いう言葉なのです。

マータイさんがこの言葉に出会ったのは2005
年2月に京都議定書関連の行事に出席するべく来
日していた時のこと。もったいないという言葉
に込められた「尊敬の念」「感謝の気持ち」など
に感銘を受けたマータイさんは、この日本語を 
“MOTTAINAI” という世界共通の言葉として広め
ることを心に決めます。以来2006年～2010年の間
に4回来日し、資源の有効活用を呼びかけるキャン
ペーンを展開、日本人に対しても「MOTTAINAI
精神」を伝えるための講演会を行いました。「もっ
たいない」という言葉が生まれた国で暮らしていな
がらも、あまりに身近過ぎてその意味について深く
考えたことがなかったような気がしますよね。
マータイさんのおかげで、私たちの国日本には、

環境のことを考えた尊い言葉が古来からあり、その
精神はきっと深いところに息づいていることに気が
つくはずです。

新しい年はあらためてこの精神を心に留め置き、
地球環境を守る行動をより意識できるようにしてい
きたいものですね。

支出 対前年度
増加率

法人税の
控除率

全給与支給額
1.5%以上   15%

2.5%以上 +15%

教育訓練費 10%以上 +10%

　大企業や中堅企業の場合は要件が異なりますが、
同じように３段階で控除率を上げる形になっています。

地域ラジオ局「エフエムひらかた」（FM／77.9MHz）の
パーソナリティー、久保有美です。
毎週日曜17時49分からと木曜12時30分から、
「コマツ大阪工場提供　エコライフスクエア」を放送しています。
身近な環境問題について一緒に考えてみませんか。

「 ワンガリ・マータイ」今回のテーマは、

エコエコラライイフフススククエアエア
『エフエムひらかたFM77.9MHz』� コマツ大阪工場　提供

エフエムひらかたへのお問合わせは ☎072-843-0081



世紀の予算額！ 事業再構築補助金
一緒に将来へのビジョン、事業計画、策定しませんか！
（認定経営革新等支援機関　第8号認定2013年8月15日）

〒573-0152 大阪府枚方市藤阪中町11-30-103
TEL:072-850-3774　  FAX:050-3737-5016
E-mail:customer@nanpu-es.co.jp
HP:http://www.nanpu-es.co.jp/

建設業の許可　管工事業　大阪府知事許可（般-29）　第149150号　第一種フロン類充填回収登録事業者　大阪府知事　第3714号

光熱費削減でお困りの皆さま「冷凍サイクル」と言う科学の魔法で解決します！光熱費削減でお困りの皆さま「冷凍サイクル」と言う科学の魔法で解決します！

省エネルギー診断でエネルギーの「見える化」を省エネルギー診断でエネルギーの「見える化」を

株式会社楠風エナジーシステム

□ 省エネルギー診断
□ ヒートポンプシステムの設計・施工
□ 冷凍・冷蔵設備の設計・施工
□ 排熱・太陽熱システム設計・施工
□ 氷蓄熱・給湯システム設計・施工

〈
事
業
内
容
〉

千葉県市原刑務所
国立神戸視力障害センター

● 簡易省エネルギー診断実績 ●
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建物の様々な管理にお困りのオーナー様に朗報!!

一般労働者派遣随時登録┃清掃・警備・設備社員随時募集

■総合ビル管理■病院清掃■警備業務■一般労働者派遣 etc.お気軽にお問合せ下さい。

地元で愛され55年、更なる安心・安全で皆様に貢献していきます

ビル・病院・施設等の総合管理
我々が一括管理致します。

TEL.072-834-2927
枚方市出口３-１-20（FAX.072-834-0417）

大建管理株式会社
URL http://www.daikenkk.com/
E-mail daikenkk@ninus.ocn.ne.jp



会 員 限 定
折込広告・広告掲載サービス 北大阪商工会議所北大阪商工会議所  3,500会員3,500会員ににPRPRしませんか！しませんか！
会報誌『The NORTH』は、北大阪商工会議所の皆さまをはじめ、官公庁や全国主要
商工会議所等3,600社・団体に送付しています。
会員企業の皆様に直接お届けしますので、企業・団体向けのPRに最適です。

《こんなPRはいかがですか？》
◆ 自社PR・事業内容のご案内　　◆ 新商品・新サービスのご案内
◆ 各種イベント、セミナー等のご案内　　◆ 季節商品・各種宴会プランのご案内 　など

※  なお、会報誌に同封・掲載に際しては所内での審査が必要となりますので、あらかじめご了承ください。

お申込み・お問合せは 北大阪商工会議所 総務部 総務課　
〒573-1159 枚方市車塚１-１-１　輝きプラザきらら６階　枚方市立地域活性化支援センター内
ＴＥＬ 072-843-5151　ＦＡＸ 072-841-0173

広告チラシ同封サービス 折込料金（１種類あたり）
サイズ B5 A4 B4（２つ折） A3（２つ折）

会　　員 41,800円 62,700円 83,600円 125,400円

会員以外 83,600円 104,500円 167,200円 209,000円

広告掲載サービス 広告掲載料（月額）
場所 / サイズ １ページ 1/2ページ 1/4ページ

表紙裏 44,000円

背表紙裏 38,500円

記事中 28,600円 14,300円 7,150円

枚方市尊延寺899-2

お気軽にマイクロバスを使ってみませんか？

有限会社山口バス
0120-84-3306

定期便契約承ります

〒571-0074 大阪府門真市宮前町8-9
TEL：072-881-3306　FAX：072-881-3344
E-mail：info@yamaguchi-bus.jp
http://www.yamaguchi-bus.jp

〈トヨタ〉ハイエースコミューター
定員14名 〈三菱〉ローザ（トランク付き） 定員24名

〈三菱〉ローザ 定員25名 〈三菱〉エアロミディ
定員24名

少人数での送迎や観光に… 各種送迎に… 旅行や観光に…
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肉の松阪サンプラザ店にテーブル個室が誕生

営業時間
11：00～14：30
17：00～21：00
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Trivia

令和４年２月号
発行所／北大阪商工会議所

〒573-1159 枚方市車塚１丁目１-１ 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north＠kocci.or.jp

TheNORTH

1 位　デジタル・ファシズム 堤 　 未 果 著(NHK出版　¥968)

2 位　永田町動物園 亀 井 静 香 著(講談社 ¥1,760)

3 位　亡国の危機 櫻井よしこ 著(新潮社 ¥1,870)

4 位　僕はナニワの宇宙人 渡 辺 秀 和 著(晴山書店 ¥1,650)

5 位　アホか。 百 田 尚 樹 著(新潮社　 ¥792)

地域の統計

新規求人倍率
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管内

大阪

全国

1.30

2.23
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2.5
2.7
2.9
3.1

11月10月９月８月７月R３.５月
管内については原数値、大阪・全国については季節調整値

有効求人倍率

1.0

1.2
1.4

0.8

0.6

0.4

全国
大阪

管内 0.65

1.15
1.13

1.41.4

1.6

1.8

2.0

11月10月９月８月７月R３.５月

※住民基本台帳法改正により、総人口を表記しています。人口（11月末人口）
40万

30万

20万

10万

総人口 世帯数男 女

枚 方 市397,828

190,685 207,143
183,114

20万

10万

総人口 世帯数男 女

寝屋川市229,099

110,603 118,496 111,436

10万

5万

総人口 世帯数男 女

交 野 市

77,335

37,270 40,065
33,360

2021年12月18日～ 2021年12月24日 ㈱野村呼文堂　TEL.072-843-0221
ビジネス書ランキングビジネス書ランキングRanking


